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清
朝
の
正
統
性
に
つ
い
て
は
、
伝
統
的
中
国
王
朝
を
継
承
し
た
と
す
る
旧
来
の
説
に
加
え
、
近
年
で
は
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
や
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
と
関

連
づ
け
る
説
が
支
持
を
得
て
き
て
い
る
。
本
稿
は
こ
れ
ら
の
説
を
批
判
的
に
検
証
し
つ
つ
、
清
朝
が
自
ら
の
正
統
性
を
ど
の
よ
う
に
主
張
し
て
き
た
か
、

実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
。
清
朝
は
元
々
為
政
者
の
正
し
さ
、
す
な
わ
ち
為
政
者
が
富
を
独
占
せ
ず
全
て
の
民
を
養
う
こ
と
で
、
天
に
是
認
さ
れ
た
と
主

張
し
て
い
た
。
こ
の
主
張
は
自
ら
の
成
功
の
事
実
の
み
を
証
拠
と
し
、「
天
」
以
外
の
権
威
に
頼
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
満
洲
人
は
漢
籍
を
学
ん
で
基
礎

教
養
と
し
た
た
め
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
は
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
よ
う
な
影
響
力
を
も
た
ず
、
正
統
性
に
関
す
る
基
本
理
念
は
専
ら
中
国
の
伝
統
的
知
識
体
系

に
基
づ
い
て
理
論
化
さ
れ
た
。
清
朝
は
中
国
の
伝
統
的
歴
史
観
に
基
づ
い
て
天
下
を
支
配
す
る
帝
王
の
系
譜
に
自
ら
を
位
置
づ
け
、「
中
央
の
国
」
で
あ

る
中
国
を
征
服
す
る
こ
と
で
天
下
を
支
配
す
る
に
至
っ
た
と
み
な
し
、
最
終
的
に
は
未
曾
有
の
規
模
の
「
中
華
」
世
界
を
実
現
し
た
と
標
榜
し
た
。	
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史
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清
朝
が
政
権
と
し
て
の
正
統
性
、
す
な
わ
ち
統
治
者
と
し
て
認
め
ら
れ
る
べ
き
資
格
を
ど
の
よ
う
に
自
認
し
て
い
た
か
は
、
一
九
八
〇
年
代

頃
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
議
論
の
対
象
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。
清
朝
は
東
北
ア
ジ
ア
の
少
数
民
族
で
あ
っ
た
満
洲
族
が
建
て
た
王
朝
で
あ
る
が
、
中

国
を
征
服
し
て
伝
統
的
中
国
王
朝
の
系
譜
を
引
き
継
ぎ
、
中
国
の
伝
統
的
政
治
思
想
に
基
づ
く
正
統
性
を
確
立
し
た
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
こ

1　（265）

清朝の正統観（谷井）



の
見
方
は
特
に
根
拠
を
挙
げ
て
論
証
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
が
、
そ
の
必
要
性
も
認
識
さ
れ
な
い
ほ
ど
嘗
て
は
自
明
視
さ
れ
て
い
た
。
後
述

す
る
よ
う
に
、
こ
の
見
方
に
は
一
定
の
妥
当
性
が
あ
る
が
、
自
覚
的
に
検
証
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
た
め
、
九
〇
年
代
に
入
っ
て
清
朝
を
中

国
で
は
な
く
内
陸
ア
ジ
ア
の
政
治
的
伝
統
と
結
び
つ
け
て
捉
え
る
見
方
が
広
ま
る
と
、
俄
か
に
動
揺
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

岡
田
英
弘
は
、
清
朝
が
チ
ャ
ハ
ル
か
ら
「
伝
国
の
玉
璽
」
を
得
た
こ
と
に
よ
り
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
正
統
性
を
継
承
し
た
と
主
張
し
た
。「
元

朝
の
最
後
の
正
統
の
ハ
ー
ン
・
リ
ン
ダ
ン
」
の
死
後
、
皇
后
と
皇
子
が
「
昔
の
元
朝
の
皇
帝
の
玉
璽
を
捧
げ
て
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
も
と
に
投
降

し
て
来
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
以
来
の
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
世
界
支
配
の
天
命
を
引
き
継
い
だ
と
解
釈
し
た
ホ
ン
タ
イ
ジ
は
、

翌
年
、
瀋
陽
に
お
い
て
大
清
皇
帝
の
位
に
つ
い
た
。
こ
れ
が
清
朝
の
建
国
で
あ
っ
た
」
と
端
的
に
述
べ
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
（
本
稿
13

～
14
頁
）、
こ
の
説
は
実
証
的
見
地
か
ら
す
れ
ば
論
外
で
あ
る
。
当
時
も
そ
の
後
も
満
洲
人
が
チ
ン
ギ
ス=

ハ
ー
ン
や
「
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
」
を

特
別
視
し
た
形
跡
は
な
く
、
思
い
込
み
に
よ
る
立
論
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
と
も
か
く
も
従
来
漠
然
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
見
方
に

真
っ
向
か
ら
反
す
る
説
を
提
示
し
、
再
考
を
促
し
た
意
義
は
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

同
じ
頃
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
清
朝
の
内
陸
ア
ジ
ア
的
特
質
を
強
調
す
る
「
新
清
史
」
研
究
の
一
環
と
し
て
、
藩
部
で
広
く
信
仰
さ
れ

た
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
基
づ
く
王
権
思
想
が
清
朝
の
正
統
性
の
一
部
を
な
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
清
朝
皇
帝
は
中
国
に
お
い
て
は
儒
教
的

正
統
観
に
基
づ
く
政
権
を
樹
立
し
た
が
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
圏
に
対
し
て
は
「
転
輪
王
」「
文
殊
菩
薩
」
と
し
て
自
ら
を
規
定
す
る
こ
と
で
統
治

の
正
統
性
を
得
た
と
し
、
統
治
対
象
に
よ
っ
て
異
な
る
正
統
観
を
使
い
分
け
た
と
す
る
の
で
あ
る
。Pam

ela Crossley

は
、
清
朝
の
帝
制
が

文
化
的
に
「
無
」
で
あ
る
が
故
に
普
遍
的
で
あ
っ
た
、
す
な
わ
ち
特
定
の
文
化
に
則
る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
に
す
べ
て
の
文
化
を
包
摂
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
説
明
し
て
い
る
。

　

一
方
、
楊
念
群
は
、
清
朝
が
儒
教
思
想
と
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
基
づ
く
両
種
の
「
政
教
関
係
」
と
し
て
表
さ
れ
る
多
元
的
な
正
統
性
の
構
造
を

作
っ
た
と
し
な
が
ら
も
、
こ
の
多
元
性
は
両
種
の
政
教
関
係
が
並
列
の
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
儒
教

の
規
範
の
下
で
正
統
性
を
認
証
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
。
政
教
関
係
の
使
い
分
け
は
「
治
理
」
す
な
わ
ち
統
治
技
術
の
範
疇
に
属
す
る

①

②

③

④
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こ
と
で
あ
り
、
治
理
に
正
当
性
を
与
え
統
括
す
る
原
理
は
、
儒
教
的
「
正
統
観
」
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

九
〇
年
代
以
降
の
議
論
は
、
清
朝
の
正
統
性
の
由
来
を
よ
り
広
く
求
め
た
点
で
共
通
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
研
究
を
進
展
さ
せ
た
と
言
え

よ
う
。
し
か
し
、
同
時
に
清
朝
の
正
統
性
を
専
ら
満
洲
以
外
の
既
存
の
政
治
的
権
威
や
政
治
思
想
に
依
拠
し
た
（
或
い
は
そ
れ
に
修
正
を
加
え

た
）
も
の
と
し
て
捉
え
る
点
で
も
共
通
し
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
ヌ
ル
ハ
チ
に
よ
る
建
国
当
初
か
ら
、

満
洲
人
は
自
ら
の
国
家
の
正
統
性
に
つ
い
て
自
ら
の
言
葉
で
主
張
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
主
張
は
大
帝
国
を
支
配
す
る
に
至
っ
た
そ
の
後
の
清

朝
の
主
張
と
明
ら
か
な
連
続
性
が
あ
る
。
従
来
の
研
究
は
、
国
初
以
来
の
満
洲
人
自
身
の
言
説
を
ま
と
も
に
考
察
す
る
こ
と
な
く
、
彼
ら
が
中

国
や
モ
ン
ゴ
ル
や
チ
ベ
ッ
ト
の
政
治
的
伝
統
や
思
想
体
系
を
ま
る
ご
と
受
け
容
れ
、
自
ら
の
正
統
性
の
拠
り
所
と
し
た
と
み
な
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
満
洲
人
が
自
ら
の
王
朝
の
正
統
性
を
確
立
す
る
過
程
で
異
文
化
の
思
想
を
導
入
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
十
七
世
紀

前
半
の
満
洲
人
の
思
想
を
基
盤
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
満
洲
人
の
政
治
思
想
の
発
展
の
中
に
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
稿
は
マ
ン
ジ
ュ
国
─
清
朝
政
権
（
基
本
的
に
は
ハ
ン
─
皇
帝
自
身
）
が
そ
の
正
統
性
を
ど
の
よ
う
に
認
識
・
主
張
し
て
き
た
か
を
、
建
国
当

初
に
遡
り
満
洲
人
が
記
し
た
史
料
に
即
し
て
跡
づ
け
て
い
く
。
当
時
の
満
洲
人
が
考
え
た
政
権
の
正
統
性
は
、
冒
頭
に
示
し
た
よ
う
な
王
朝
の

系
譜
に
止
ま
ら
ず
、
正
統
な
君
主
と
み
な
さ
れ
る
条
件
と
は
何
か
、
延
い
て
は
そ
も
そ
も
君
主
と
は
何
の
た
め
に
存
在
す
る
の
か
と
い
っ
た
核

心
的
な
理
念
を
含
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
思
想
は
、
当
時
の
満
洲
人
が
置
か
れ
た
歴
史
的
状
況
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
東
部

ユ
ー
ラ
シ
ア
全
体
で
培
わ
れ
て
き
た
世
界
観
に
沿
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
る
。
清
朝
の
正
統
観
と
し
て
結
実
し
た
満
洲
人
の
政
治
思
想

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
前
近
代
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
政
治
思
想
の
全
体
像
を
考
察
す
る
上
で
一
つ
の
基
準
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

＊
『
満
文
老
檔
』
の
引
用
は
満
文
老
檔
研
究
会
訳
注
本
（
東
洋
文
庫
、
一
九
五
五

～
一
九
六
三
年
）
太
祖
・
太
宗
の
各
頁
数
を
注
記
し
、
対
応
す
る
『
満
文
原
檔
』

（
台
湾
故
宮
博
物
院
、
二
〇
〇
六
年
）
の
冊
数
・
頁
数
を
〔　

〕
つ
き
で
併
記
す

る
。
東
洋
文
庫
清
代
史
研
究
室
訳
註
『
旧
満
洲
檔　
天
聡
九
年
』（
東
洋
文
庫
、
一

九
七
二
・
一
九
七
五
年
）
に
つ
い
て
も
同
様
に
引
用
す
る
。『
満
文
原
檔
』
は

『
満
文
老
檔
』
と
若
干
の
異
同
が
あ
り
修
改
も
含
む
が
、
文
意
に
影
響
が
あ
る
場

合
の
み
、
そ
の
点
を
注
記
す
る
。

＊
『
内
国
史
院
檔
』（
中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
に
『
満
文
国
史
院
檔
』
と
し
て
所

蔵
）
の
引
用
は
年
月
日
を
も
っ
て
示
し
、
以
下
の
訳
注
の
頁
数
を
注
記
す
る
。
Ａ

東
洋
文
庫
東
北
ア
ジ
ア
研
究
班
『
内
国
史
院
檔　
天
聡
五
年
』（
東
洋
文
庫
、
二
〇

⑤

⑥
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一
一
・
二
〇
一
三
年
）、
Ｂ
東
洋
文
庫
清
代
史
研
究
委
員
会
『
内
国
史
院
檔　
天
聡

七
年
』（
東
洋
文
庫
、
二
〇
〇
三
年
）、
Ｃ
東
洋
文
庫
清
朝
満
洲
語
檔
案
史
料
の
総

合
的
研
究
チ
ー
ム
『
内
国
史
院
檔　
天
聡
八
年
』（
東
洋
文
庫
、
二
〇
〇
九
年
）、

Ｄ
河
内
良
弘
『
中
国
第
一
歴
史
档
案
館
蔵
内
国
史
院
満
文
档
案
訳
注　
崇
徳
二
・

三
年
分
』（
松
香
堂
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）、
Ｅ
満
文
講
読
会
『
内
国
史
院
檔　
順

治
元
年
』（
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
、
二
〇
二

三
年
）。

＊
『
太
宗
実
録
』
は
順
治
初
纂
満
文
本
、『
世
祖
実
録
』
も
満
文
本
を
用
い
る

（
い
ず
れ
も
中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
所
蔵
）。

＊
以
上
の
満
文
史
料
の
訳
文
は
、
上
記
訳
注
を
参
照
し
つ
つ
拙
訳
を
用
い
た
。

岡
田
英
弘
『
世
界
史
の
誕
生
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
二
年
）
二
一
三
頁
。

清
朝
が
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
を
継
承
し
た
と
す
る
説
は
今
な
お
主
張
さ
れ
て
お
り
、

た
と
え
ば
杉
山
清
彦
は
「
大
清
」
の
国
号
を
も
っ
て
「
大
元
」
を
継
承
す
る
意
を

も
つ
と
す
る
が
、
こ
れ
は
事
実
誤
認
に
基
づ
い
て
い
る
（
本
稿
16
頁
お
よ
び
第
二

章
註
⑮
⑯
を
参
照
）。
ま
た
、
新
藤
篤
史
は
「
清
朝
皇
帝
の
本
質
が
モ
ン
ゴ
ル
の

ハ
ー
ン
と
い
っ
て
も
矛
盾
は
な
い
」
と
す
る
根
拠
と
し
て
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
が
チ
ャ

ハ
ル
を
滅
ぼ
し
た
翌
年
に
清
朝
皇
帝
に
即
位
し
た
点
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
が
モ
ン
ゴ
ル

世
界
の
「
正
統
ハ
ー
ン
」
の
「
権
威
を
継
承
す
る
よ
う
な
か
た
ち
で
」
皇
帝
に
な

っ
て
い
る
点
、
順
治
帝
が
ダ
ラ
イ
ラ
マ
五
世
か
ら
正
式
に
権
威
づ
け
ら
れ
て
い
る

点
を
挙
げ
る
が
（『
清
朝
皇
帝
と
モ
ン
ゴ
ル
僧
─
清
朝
前
期
の
モ
ン
ゴ
ル
統
治
と

仏
教
政
策
─
』（
風
間
書
房
、
二
〇
二
四
年
）
三
一
～
三
二
頁
）、
第
一
点
・
第
二

点
は
そ
も
そ
も
清
朝
が
モ
ン
ゴ
ル
の
正
統
ハ
ー
ン
な
る
も
の
を
問
題
に
し
た
形
跡

が
な
い
、
第
三
点
は
清
朝
自
身
が
権
威
づ
け
ら
れ
た
と
認
め
た
形
跡
が
な
い
と
い

う
根
本
的
な
要
点
を
見
逃
し
て
い
る
。

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
お
け
る
王
権
思
想
と
清
朝
の
関
係
に
つ
い
て
は
、D

avid 

M
. Farquhar, 

“Em
peror A

s Boddhisattva in the Governance of the 
Ch̒ing Em

pire.

” Harvard Journal of A
siatic Studies vol. 38, no.1 (1978)

が
提
示
し
、Pam

ela K
yle Crossley, A

 T
ranslucent M

irror: H
istory and 

Identity in Q
ing Im

perial Ideology. Berkeley, Los A
ngeles, London, 

U
niversity of California Press,1999, Evelyn S. Raw

ski, 

“Presidential 
A

ddress: Reenvisioning the Q
ing: T
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ing Peri-

od in Chinese H
istory,

” T
he Journal of A

sian Studies vol. 55, no. 4, 
1996 

に
よ
っ
て
発
展
・
普
及
さ
せ
ら
れ
た
。
日
本
で
は
石
濱
裕
美
子
『
チ
ベ
ッ

ト
仏
教
世
界
の
歴
史
的
研
究
』（
東
方
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
、
チ
ベ
ッ
ト

史
研
究
者
を
中
心
と
し
て
強
調
さ
れ
、
中
国
語
圏
で
は
甘
徳
星
「「
正
統
」
之

源
：
満
洲
入
関
前
後
王
権
思
想
之
発
展
与
蒙
蔵
転
輪
王
観
念
之
関
係
考
辨
」（
汪

栄
祖
等
編
『
民
族
認
同
与
文
化
融
合
』（
国
立
中
正
大
学
台
湾
人
文
研
究
中
心
、

二
〇
〇
六
年
））
が
新
た
な
史
料
を
引
用
し
つ
つ
こ
の
見
方
を
支
持
し
て
い
る
。

一
方
、
鍾
焓
『
清
朝
史
的
基
本
特
徴
再
探
求
─
以
対
北
美
『
新
清
史
』
観
点
的
反

思
為
中
心
』（
中
央
民
族
大
学
出
版
社
、
二
〇
二
〇
年
）
一
四
四
～
一
五
一
頁
は
、

こ
う
し
た
見
方
に
対
す
る
批
判
的
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。

Crossley, op. cit., p.221.

楊
念
群
「
清
朝
〝
正
統
性
〟
再
認
識
─
超
越
〝
漢
化
論
〟〝
内
亜
論
〟
的
新
視

角
─
」（『
清
史
研
究
』
二
〇
二
〇
年
四
期
）。

本
稿
で
は
「
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
」
と
い
う
語
を
中
国
お
よ
び
中
国
と
歴
史
的
に

深
い
関
係
を
も
っ
て
き
た
諸
地
域
を
合
わ
せ
た
領
域
を
指
し
て
用
い
る
。
具
体
的

に
は
、
中
国
の
文
化
的
影
響
が
顕
著
で
あ
っ
た
漢
字
文
化
圏
、
お
よ
び
政
治
的
関

係
の
深
か
っ
た
モ
ン
ゴ
リ
ア
・
チ
ベ
ッ
ト
・
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
な
ど
内
陸
ア
ジ
ア

東
部
を
含
む
領
域
を
指
す
。
清
朝
に
お
い
て
は
、
概
ね
こ
の
領
域
が
「
天
下
」
と

し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

①②③

④⑤⑥

4　（268）



一　

満
洲
人
の
正
統
観
の
形
成

　

清
朝
の
基
礎
は
太
祖
ヌ
ル
ハ
チ
の
女
真
統
一
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
が
、
女
真
統
一
の
過
程
で
は
大
義
名
分
ら
し
き
も
の
が
唱
え
ら
れ
た
形
跡

は
な
い
。
十
六
世
紀
後
半
以
降
の
女
真
は
分
裂
・
抗
争
の
最
中
に
あ
り
、
零
細
集
団
の
首
長
か
ら
身
を
起
こ
し
た
ヌ
ル
ハ
チ
は
、
生
き
延
び
る

た
め
に
戦
っ
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
。
個
々
の
戦
に
は
利
害
対
立
や
怨
恨
と
い
っ
た
理
由
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
、
統
一
は
そ
れ
ら
の
戦
の
最
終
的

な
結
果
で
あ
っ
た
。
同
時
代
の
満
文
史
料
は
、「
同
じ
言
語
の
女
真
の
国
人
は
、
別
の
地
方
の
遠
い
所
に
住
ん
で
い
な
い
で
、
皆
一
箇
所
に
収

め
る
よ
う
に
と
」
天
が
計
ら
っ
た
の
だ
ろ
う
と
後
付
け
で
説
明
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ヌ
ル
ハ
チ
に
従
っ
た
人
々
の
間
で
は
、
ヌ
ル
ハ
チ
を
君
主
と
仰
ぐ
べ
き
理
由
は
も
っ
と
単
純
で
切
実
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ヌ
ル
ハ

チ
を
ハ
ン
と
し
て
推
戴
す
る
に
当
た
っ
て
、
人
々
は
「
我
ら
の
国
人
は
ハ
ン
な
く
暮
ら
し
て
大
い
に
苦
し
ん
だ
の
で
、
天
は
我
ら
の
国
人
を
安

ら
か
に
さ
せ
る
よ
う
に
と
〔
ヌ
ル
ハ
チ
を
〕
生
ま
れ
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
」「
貧
し
く
苦
し
む
国
人
を
愛
し
む
賢
者
、〔
人
々
を
〕
養
う
巧
者

〔
で
あ
る
〕
ハ
ン
に
、
大
い
な
る
称
号
を
奉
り
た
い
」
と
言
っ
た
と
い
う
。
ハ
ン
と
し
て
の
ヌ
ル
ハ
チ
の
存
在
意
義
は
、「
貧
し
く
苦
し
む
国

人
」
を
「
養
う
」
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
時
ヌ
ル
ハ
チ
に
奉
ら
れ
た
称
号
は
、「
天
が
諸
々
の
国
人
を
養
う
よ
う
に
と
任
じ
た
聡
明
な
る
ハ
ン

abka geren gurun be ujikini sem
e sindaha genggiyen han

」
で
あ
る
。
国
人
を
「
養
う
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
国
人
の
生
活
を
成
り
立

た
せ
る
意
思
と
力
を
も
つ
こ
と
が
、
政
権
の
正
統
性
の
根
拠
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

国
全
体
が
貧
し
く
富
を
得
る
手
段
が
限
ら
れ
て
い
る
中
で
、
国
人
の
生
活
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
は
、
食
糧
・
衣
料
を
始
め
と
す
る
生
活

物
資
が
で
き
る
だ
け
均
等
に
行
き
渡
る
よ
う
に
、
言
い
換
え
れ
ば
一
部
の
者
が
独
占
し
な
い
よ
う
に
図
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ヌ
ル
ハ
チ
は
そ
の

子
ら
に
対
し
て
、「
昔
か
ら
、
帝
王
ら
の
政
道
は
、
着
る
も
の
食
べ
る
も
の
が
尽
き
て
滅
ん
だ
例
は
な
い
。
暮
ら
し
が
過
分
で
あ
っ
て
滅
ぶ
の

で
あ
る
ぞ
。
王
者
の
患
い
は
外
か
ら
来
ず
身
か
ら
出
る
。
さ
れ
ば
、
ハ
ン
は
正
し
い
心
で
自
ら
を
見
守
っ
て
暮
ら
す
の
で
あ
る
ぞ
」「
得
る
こ

と
を
貪
る
な
。
正
し
さ
を
貪
れ
。
財
貨
を
思
う
な
。
才
徳
を
思
え
。
天
下
に
暮
ら
す
大
国
の
政
道
に
、
正
し
さ
よ
り
才
徳
よ
り
上
に
何
が
あ
る

①②
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か
」
な
ど
と
繰
り
返
し
説
諭
し
て
い
る
。
政
道
の
正
し
さ
と
は
、
何
よ
り
も
権
力
者
が
財
物
を
貪
ら
な
い
こ
と
と
捉
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ヌ
ル
ハ
チ
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
女
真
や
モ
ン
ゴ
ル
の
国
人
は
「
皆
財
貨
に
目
が
眩
ん
で
正
し
さ
を
軽
ん
じ
」「
兄
弟
の
間
で
財
貨
を
争
っ
て

殺
し
合
い
敗
れ
た
」
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
同
時
代
人
が
均
し
く
目
睹
し
た
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ヌ
ル
ハ
チ
は
財
物

や
負
担
を
公
平
に
分
配
す
る
こ
と
に
意
を
用
い
、
地
位
・
身
分
・
私
的
関
係
に
か
か
わ
ら
ず
是
々
非
々
と
す
る
厳
し
い
法
度
を
立
て
た
。
こ
の

方
針
は
ハ
ン
自
身
や
そ
の
親
族
で
あ
る
諸
王
を
も
拘
束
す
る
も
の
で
あ
り
、
諸
将
・
官
人
ら
も
そ
れ
に
従
う
こ
と
を
誓
約
し
て
い
る
。
ヌ
ル
ハ

チ
に
対
す
る
諸
将
・
官
人
ら
の
誓
詞
で
は
、「
ハ
ン
の
与
え
る
賞
、
家
で
養
っ
た
家
畜
、
耕
し
た
田
地
の
穀
物
だ
け
」
で
暮
ら
し
不
正
に
財
貨

を
取
ら
な
い
、
或
い
は
「
親
戚
で
も
依
怙
贔
屓
せ
ず
、
仇
敵
で
も
抑
圧
せ
ず
、
善
は
善
、
惡
は
悪
と
ハ
ン
に
告
げ
る
」「
上
の
者
の
非
を
知
っ

た
時
は
、
自
分
に
不
利
に
な
る
の
を
思
わ
ず
言
お
う
。
下
の
者
の
非
を
知
っ
た
時
は
、
秘
め
隠
さ
ず
上
言
し
よ
う
」
と
い
っ
た
文
言
が
決
ま
り

文
句
と
な
っ
て
い
る
。
チ
ン
ギ
ス=
ハ
ー
ン
を
推
戴
し
た
臣
下
が
美
女
や
良
馬
を
奪
っ
て
き
て
献
上
し
よ
う
と
誓
っ
た
の
と
比
べ
れ
ば
、
集

団
と
し
て
目
指
す
と
こ
ろ
が
全
く
異
質
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
ヌ
ル
ハ
チ
が
統
一
し
た
マ
ン
ジ
ュ
国
（
対
外
的
に
は
ア
イ
シ
ン
国
と
称

す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
）
で
は
、
ハ
ン
自
身
を
含
む
支
配
層
が
率
先
し
て
禁
欲
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
初
め
て
国
を
存
続
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
た
。
ヌ
ル
ハ
チ
も
ホ
ン
タ
イ
ジ
も
倹
約
を
重
ん
じ
、
事
あ
る
た
び
に
私
財
を
投
じ
て
貧
者
を
救
済
し
、
諸
王
・

大
臣
ら
に
も
同
じ
こ
と
を
事
実
上
強
制
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ハ
ン
と
し
て
の
責
務
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ハ
ン
の
正
統
性
は
国
内
的
に
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
マ
ン
ジ
ュ
国
は
国
外
の
諸
勢
力
と
対
立
し
て
い
た
た
め
、
自

国
の
ハ
ン
の
位
置
づ
け
を
対
外
的
に
も
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
女
真
（
後
に
マ
ン
ジ
ュ=

満
洲
と
自
称
。
以
下
、
満
洲
と
称
す
る
）
が
元
来

明
朝
に
服
属
し
て
い
た
こ
と
は
、
満
洲
人
も
公
然
と
認
め
て
い
た
。
ホ
ン
タ
イ
ジ
が
明
の
崇
禎
帝
に
送
っ
た
書
に
は
、「
皇
帝
の
書
を
得
て
見

れ
ば
、『
満
洲
は
元
々
我
に
属
す
る
国
で
あ
っ
た
』
と
言
っ
て
い
る
。
皇
帝
が
言
う
ば
か
り
で
な
く
、
我
も
違
う
と
は
言
わ
な
い
ぞ
。
皇
帝
は

天
下
を
支
配
し
た
大
い
な
る
帝
王
、
我
ら
は
み
な
〔
そ
の
〕
下
に
属
す
る
国
で
あ
っ
た
」
と
あ
る
。
明
朝
が
嘗
て
天
下
を
支
配
す
る
正
統
性
を

有
し
た
こ
と
は
否
定
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
だ
が
、
明
朝
に
敵
対
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
そ
の
正
統
性
に
疑
義
が
生
じ
た
こ
と
を
主

⑤
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張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ヌ
ル
ハ
チ
は
対
明
挙
兵
に
際
し
て
、
明
か
ら
受
け
た
と
す
る
七
項
目
の
不
当
な
仕
打
ち
を
列
挙
し
、「
こ
の
漢
人
が

我
を
凌
ぎ
辱
め
た
こ
と
が
多
い
の
で
、
我
は
耐
え
き
れ
ず
、
こ
の
七
つ
の
大
き
な
恨
み
に
よ
っ
て
戦
を
始
め
る
」
と
天
に
訴
え
た
。
こ
の
「
七

大
恨
」
は
、
そ
の
後
も
繰
り
返
し
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
要
は
明
の
悪
政
が
忍
耐
で
き
る
限
度
を
超
え
た
と
し
て
、
戦
端
を
開
い
た
理
由
を
説

明
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
明
朝
の
正
統
性
を
否
定
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
明
の
皇
帝
が
ヌ
ル
ハ
チ
の
国
を
他
国
と

公
平
に
扱
っ
て
い
な
い
こ
と
を
非
難
し
て
、「
天
の
任
じ
た
大
国
の
皇
帝
と
い
え
ば
、
あ
ら
ゆ
る
国
に
皆
す
べ
て
主
で
あ
ろ
う
」
と
訴
え
た
一

節
は
、「
あ
ら
ゆ
る
国
」
に
対
し
て
平
等
に
「
主
」
で
あ
る
べ
き
立
場
を
明
朝
が
自
ら
放
棄
し
て
い
る
と
主
張
し
た
に
等
し
い
。

　

「
天
の
任
じ
た
」
と
い
う
表
現
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
国
の
主
と
な
る
べ
き
帝
王
の
地
位
は
「
天
」
が
定
め
る
も
の
と
み
な
さ
れ

た
。「
天
」
は
満
洲
語
で
は
「abka
」
で
あ
り
、
本
来
「
天
空
」
を
指
す
語
で
あ
る
が
、
漢
語
の
「
天
」
と
同
じ
く
一
種
の
神
格
（
或
い
は
超
越

的
存
在
）
を
指
す
語
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。
挙
兵
前
の
ヌ
ル
ハ
チ
が
「
我
ら
が
今
漢
人
を
討
て
ば
、
我
ら
が
是
で
あ
る
の
で
天
は
我
ら
を
愛

し
む
ぞ
。
天
が
愛
し
め
ば
我
ら
は
お
そ
ら
く
〔
俘
獲
を
〕
得
る
ぞ
」
と
言
っ
た
り
、
挙
兵
に
際
し
て
天
に
訴
え
た
り
し
た
よ
う
に
、
天
が
正
し

い
者
に
味
方
す
る
と
い
う
思
想
は
満
洲
人
の
間
に
根
づ
い
て
い
た
。
逆
に
言
え
ば
、
成
功
は
天
が
味
方
し
た
証
拠
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
サ
ル

フ
の
戦
に
勝
利
す
る
と
、
ヌ
ル
ハ
チ
は
天
が
マ
ン
ジ
ュ
国
を
是
と
し
明
朝
を
非
と
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

天
が
是
非
を
定
め
る
基
準
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
え
ば
、

漢
人
の
万
暦
帝
は
、
政
道
・
法
度
が
明
ら
か
で
な
く
、
皇
帝
自
ら
太
監
を
任
じ
て
国
人
か
ら
財
貨
を
取
る
の
で
、
官
人
は
皆
皇
帝
に
倣
い
、
財
貨
を
取
っ

て
国
人
を
苦
し
め
、
さ
ら
に
境
外
の
異
国
の
事
に
介
入
し
た
の
を
、
天
が
非
と
し
て
、
我
が
政
道
・
法
度
は
明
ら
か
で
正
し
い
の
を
、
天
が
嘉
し
て
、
漢

人
の
皇
帝
の
河
（
遼
河
）
の
東
の
遼
東
の
地
を
我
に
与
え
た
。

と
言
う
よ
う
に
、「
政
道doro

・
法
度šajin

」
の
正
し
さ
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
正
し
い
政
道
と
は
支
配
層
が
財
貨
を
貪
ら
な
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い
と
い
う
具
体
的
な
内
容
を
も
ち
、
当
時
の
満
洲
人
の
内
面
化
さ
れ
た
規
範
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。
政
道
・
法
度
の
正
し
さ
が
天
に
是

と
さ
れ
た
と
す
る
主
張
は
、
満
洲
人
に
と
っ
て
空
疎
な
レ
ト
リ
ッ
ク
で
は
な
く
、
確
実
な
根
拠
を
有
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
主
張

は
、
明
だ
け
で
な
く
他
国
と
の
比
較
に
お
い
て
も
同
様
に
唱
え
ら
れ
た
。
ヌ
ル
ハ
チ
は
モ
ン
ゴ
ル
人
に
向
か
っ
て
、「
我
ら
の
国
の
暮
ら
す
道

doro

は
、
正
し
く
堅
固
で
あ
る
。
法
度šajin

の
条
理
を
保
持
し
て
、
才
能
の
あ
る
良
い
者
を
抑
え
ず
、
悪
逆
な
者
の
顔
を
立
て
ず
、
法
度
に

よ
っ
て
処
理
す
る
の
で
、
盗
賊
・
悪
逆
が
な
い
」
と
し
、
そ
れ
ゆ
え
天
に
愛
し
ま
れ
て
い
る
が
、「
汝
ら
の
モ
ン
ゴ
ル
国
の
者
は
、
手
に
数
珠

を
持
っ
て
数
え
つ
つ
、
裏
腹
の
こ
と
を
思
い
、
盗
賊
を
貴
ん
で
暮
ら
す
」
の
で
、
天
が
非
と
し
て
国
人
が
苦
し
む
の
だ
と
書
き
送
っ
た
。

　

天
が
是
と
し
た
国
が
栄
え
、
非
と
し
た
国
が
乱
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
小
国
で
も
天
が
是
と
す
れ
ば
発
展
し
、
大
国
で
も
天
が
非
と
す
れ
ば
衰

え
る
こ
と
に
な
る
。
ヌ
ル
ハ
チ
は
即
位
以
前
か
ら
、
明
の
官
人
に
対
し
て
「〔
汝
は
〕
汝
の
兵
は
多
い
と
、
汝
の
国
は
大
き
い
と
言
っ
て
我
を

凌
い
で
い
る
ぞ
。〔
し
か
し
〕
大
国
を
小
さ
く
す
る
の
も
、
小
国
を
大
き
く
す
る
の
も
、
皆
天
の
欲
す
る
ま
ま
で
あ
る
ぞ
」
と
言
っ
て
い
た
と

い
う
。
明
に
大
勝
し
た
後
は
事
あ
る
た
び
に
こ
の
主
張
を
繰
り
返
し
、
歴
史
上
の
事
例
を
根
拠
と
し
て
示
す
よ
う
に
な
る
。

　

当
時
の
満
洲
人
が
引
き
合
い
に
出
す
歴
史
上
の
事
例
は
、「
昔
、
桀
王
は
政
道
が
な
く
悪
い
の
で
、
成
湯
が
七
十
里
の
内
か
ら
出
て
、
桀
王

の
政
道
を
得
て
い
る
」
と
い
っ
た
古
代
の
事
例
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
は
遼
か
ら
後
の
も
の
で
あ
る
。「
昔
我
ら
の
金
の
皇
帝

〔
す
な
わ
ち
〕
静
か
に
正
し
く
暮
ら
す
者
を
、
大
遼
皇
帝
が
殺
し
た
い
と
言
う
の
で
、〔
金
は
〕
大
遼
と
戦
に
な
っ
て
、
討
つ
と
、
天
が
是
と

し
て
、
大
遼
の
政
道
を
金
の
皇
帝
に
与
え
た
の
で
あ
る
。
…
…
そ
の
後
、
我
ら
の
金
国
の
末
代
の
皇
帝
が
、
や
は
り
モ
ン
ゴ
ル
の
チ
ン
ギ
ス=

ハ
ン
を
殺
し
た
い
と
言
っ
た
た
め
戦
と
な
っ
て
、
金
の
皇
帝
の
政
道
を
、
モ
ン
ゴ
ル
の
チ
ン
ギ
ス=

ハ
ン
に
取
ら
れ
た
」「
大
元
の
ト
ホ
ン=

テ
ム
ル=

ハ
ン
は
自
分
を
天
下
の
主
で
あ
っ
て
我
が
身
を
誰
も
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
無
道
に
悪
徳
を
行
い
、
天
に
非
を
知
ら
れ
て

国
に
盗
賊
・
戦
が
起
っ
て
、
朱
（
明
）
太
祖
に
政
道
を
取
ら
れ
て
い
る
ぞ
」
と
い
う
よ
う
に
、
遼
・
金
・
元
・
明
の
順
に
起
っ
た
大
国
が
、
そ

れ
ぞ
れ
末
代
に
は
君
主
の
無
道
に
よ
っ
て
天
に
非
と
さ
れ
、
新
た
に
天
が
是
と
し
た
国
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
と
い
う
図
式
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

遼
か
ら
後
の
歴
史
に
限
っ
て
取
り
上
げ
る
の
は
、
比
較
的
近
い
時
代
、
特
に
「
我
ら
の
金
国
」
す
な
わ
ち
自
分
た
ち
の
祖
先
が
建
て
た
金
の

⑮
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勃
興
か
ら
始
め
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
ホ
ン
タ
イ
ジ
が
明
の
総
兵
官
（
陳
洪
範
）
に
送
っ
た
書
に

「
昔
大
遼
・
金
・
大
元
が
次
々
に
漢
人
の
政
道
を
取
っ
て
暮
ら
し
た
こ
と
を
、
将
軍
も
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
」
と
あ
る
よ
う
に
、
遼
・
金
・
元

が
い
ず
れ
も
漢
人
の
建
て
た
国
で
は
な
く
、
漢
人
の
大
国
を
討
ち
破
っ
て
い
る
こ
と
と
関
係
が
あ
ろ
う
。
入
関
前
の
満
洲
人
に
と
っ
て
、
漢
人

の
明
は
圧
倒
的
な
大
国
で
あ
っ
た
が
、
遼
・
金
・
元
の
事
例
に
照
ら
せ
ば
、
そ
の
明
を
満
洲
人
の
国
が
倒
す
こ
と
も
あ
り
得
る
。
そ
の
可
能
性

は
満
洲
人
を
大
い
に
鼓
舞
す
る
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

そ
れ
で
は
、
満
洲
人
は
こ
う
し
た
歴
史
知
識
を
ど
こ
か
ら
得
た
の
か
。
満
洲
人
は
元
来
、
過
去
の
歴
史
に
関
す
る
体
系
的
な
知
識
を
も
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
当
初
は
直
接
的
な
経
験
や
見
聞
に
基
づ
い
て
判
断
し
行
動
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
当
時
の
満
文
史
料
に
は
、「
元
々
満
洲

の
国
人
は
、
昔
の
事
例
・
道
義
を
全
く
知
ら
ず
、
新
た
に
心
で
行
動
し
て
い
た
。
…
…
ゲ
ン
ギ
ェ
ン=

ハ
ン
（
ヌ
ル
ハ
チ
）
は
天
が
生
ま
れ
さ

せ
た
人
な
の
で
、
そ
の
心
で
新
た
に
行
動
し
た
こ
と
は
、
昔
の
聖
人
・
賢
者
ら
と
異
な
ら
な
い
」
と
あ
る
。
実
際
、
史
料
に
残
る
ヌ
ル
ハ
チ
の

言
葉
は
、
ほ
と
ん
ど
が
経
験
知
に
基
づ
く
思
考
の
結
果
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
ヌ
ル
ハ
チ
は
、
個
人
的
な
経
験
や
見
聞
だ
け
で
な
く
過

去
の
時
代
の
知
識
も
大
い
に
有
益
で
あ
る
と
認
め
て
い
た
。「
我
は
中
国nikan

・
朝
鮮
・
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
〔
と
い
っ
た
〕
す
べ
て
の
大
国

の
帝
王
ら
が
歴
代
良
い
心
を
も
っ
て
、
才
徳
を
修
め
て
得
を
し
た
事
例
と
、
悪
い
心
を
も
っ
て
、
財
貨
を
上
に
才
徳
を
下
に
し
て
暮
ら
し
て
損

を
し
た
事
例
を
、
一
切
の
道
を
皆
我
は
聞
い
て
い
る
ぞ
。
そ
の
よ
う
に
聞
い
て
も
知
っ
て
も
、
ま
だ
良
い
事
例
・
良
い
言
に
満
足
せ
ず
、
ま
た

問
う
、
ま
た
聞
き
た
い
と
言
う
の
で
あ
る
ぞ
」
と
言
っ
て
い
る
。

　

過
去
の
事
例
に
つ
い
て
知
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
で
は
漢
籍
に
勝
る
知
識
の
宝
庫
は
な
か
っ
た
。
当
時
の
満
洲
人
に
と
っ

て
、
外
国
語
と
し
て
最
も
な
じ
み
深
い
の
は
モ
ン
ゴ
ル
語
で
あ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
経
由
で
入
っ
た
と
お
ぼ
し
い
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
由
来
の
格
言
も

僅
か
な
が
ら
史
料
に
見
え
る
。
し
か
し
、
当
時
の
満
洲
人
が
差
し
迫
っ
て
必
要
と
し
た
の
は
、
自
分
た
ち
の
生
存
が
か
か
っ
た
新
興
国
家
を
維

持
し
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
世
俗
的
知
識
、
と
り
わ
け
今
日
の
行
動
の
参
考
に
な
る
昔
の
「
事
例kooli

」
で
あ
っ
た
。
ヌ
ル
ハ
チ
は
漢
籍

を
通
じ
て
そ
う
し
た
知
識
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
満
洲
人
の
思
考
の
糧
と
し
た
。
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漢
籍
に
よ
る
知
識
を
満
洲
人
に
普
及
さ
せ
た
の
は
、
ダ
ハ
イ=

バ
ク
シ
（
一
五
九
五
～
一
六
三
二
）
の
功
績
が
大
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ダ
ハ

イ
が
漢
語
か
ら
満
洲
語
に
翻
訳
し
て
完
成
さ
せ
た
も
の
と
し
て
は
、
日
用
類
書
の
『
万
宝
全
書
』、
刑
部
関
係
の
何
ら
か
の
文
献
、
兵
書
の

『
素
書
』『
三
略
』
が
あ
り
、
未
完
成
の
も
の
と
し
て
『
通
鑑
』『
六
韜
』『
孟
子
』『
三
国
志
』『
大
乗
経
』
が
あ
っ
た
と
い
う
。
実
用
書
の
み

な
ら
ず
兵
書
や
史
書
を
優
先
的
に
翻
訳
し
て
い
る
の
も
、
正
統
的
な
漢
文
の
知
識
体
系
か
ら
す
れ
ば
偏
っ
た
選
好
に
は
違
い
な
い
が
、
そ
れ
だ

け
に
当
時
の
満
洲
人
の
要
求
を
反
映
し
て
い
る
と
言
え
る
。
と
は
い
え
、
翻
訳
書
が
で
き
て
も
満
洲
語
さ
え
読
め
な
い
者
も
い
た
ろ
う
し
、
そ

も
そ
も
当
時
の
満
洲
人
に
は
一
般
に
読
書
と
い
う
習
慣
が
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ヌ
ル
ハ
チ
の
身
辺
に
は
「
漢
文
を
学
ん
で
、
ハ
ン
が
用
い

て
事
例
を
告
げ
さ
せ
」
た
と
い
う
ト
ゥ
シ
ャ
の
よ
う
に
、
口
頭
で
知
識
を
伝
え
る
者
が
い
た
こ
と
か
ら
、
翻
訳
さ
れ
た
知
識
は
む
し
ろ
口
頭
で

広
め
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
崇
徳
元
年
（
一
六
三
六
）
十
一
月
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
は
満
洲
の
諸
王
・
官
人
を
集
め
て
、
翻
訳
さ
れ
た
金
の
世
宗

の
事
績
の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、
彼
は
聴
衆
に
向
か
っ
て
、「
こ
の
世
宗
帝
と
い
う
者
は
、
漢
人
・
モ
ン
ゴ
ル
の
い
ず
れ
の

国
に
も
有
名
な
良
い
皇
帝
で
あ
っ
た
」
と
説
明
し
、「
我
は
こ
の
書
を
翻
訳
し
て
満
洲
語
で
書
き
読
み
上
げ
て
以
来
、
馬
が
獣
を
見
た
時
に
馳

せ
た
い
と
耳
を
び
く
び
く
さ
せ
る
よ
う
に
、
我
が
耳
目
も
清
明
に
な
っ
て
い
る
」
と
、
書
物
に
よ
る
学
び
の
効
用
を
告
げ
て
い
る
。
当
時
の
満

洲
人
に
は
、
自
分
た
ち
の
祖
先
が
建
て
た
金
朝
の
歴
史
さ
え
ま
と
も
に
伝
わ
っ
て
は
お
ら
ず
、
漢
文
か
ら
の
翻
訳
に
よ
っ
て
新
た
に
知
識
を
得

る
こ
と
で
、
彼
ら
は
世
界
に
対
す
る
認
識
を
広
げ
、
思
考
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

漢
籍
の
翻
訳
は
ダ
ハ
イ
の
死
後
も
継
続
的
に
行
わ
れ
た
が
、
次
世
代
の
満
洲
人
は
翻
訳
に
頼
る
必
要
も
な
く
、
漢
籍
が
読
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。
遅
く
と
も
天
命
六
年
（
一
六
二
一
）
に
は
、
諸
王
・
大
臣
の
子
弟
に
対
す
る
組
織
的
な
漢
文
教
育
が
始
め
ら
れ
、
天
聡
六
年
（
一
六
三
二
）

に
は
八
旗
の
旗
ご
と
に
「
漢
文
を
教
え
る
秀
才
」
各
二
人
が
置
か
れ
て
い
た
。
漢
籍
に
よ
る
知
識
が
満
洲
人
の
教
養
の
基
礎
を
な
す
よ
う
に
な

る
と
、
満
洲
人
の
論
理
的
思
考
は
中
国
の
伝
統
思
想
の
枠
組
み
に
沿
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
思
考
の
道
具
と
な
る
概
念
や
論
理
が
漢

籍
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
以
上
、
そ
れ
ら
を
生
み
出
し
た
思
想
体
系
の
制
約
を
強
く
受
け
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
中
国

の
伝
統
思
想
に
盲
従
す
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ
中
国
の
伝
統
思
想
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
漢
人
に
対
抗
す
る
た
め
の
理
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論
武
装
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
再
即
位
に
際
し
て
朝
鮮
に
送
っ
た
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

昔
の
言
葉
に
『
天
下
は
一
人
の
天
下
で
は
な
い
。
天
下
の
人
の
天
下
〔
で
あ
る
〕』
と
言
っ
た
の
は
、
そ
れ
は
誠
に
真
実
の
言
で
あ
る
ぞ
。
い
く
ら
元
来
賤

し
く
て
も
貴
い
才
徳
が
あ
れ
ば
、
そ
の
人
は
天
子
と
な
る
。
い
く
ら
元
来
帝
王
で
あ
っ
て
も
才
徳
が
な
け
れ
ば
、
小
人
と
な
る
。
さ
よ
う
な
の
で
昔
大
遼

は
東
北
の
隷
民
で
あ
り
な
が
ら
天
子
と
な
っ
て
い
る
。
金
は
東
の
女
真
で
あ
り
な
が
ら
大
遼
の
天
下
を
取
っ
て
、
宋
国
を
降
し
て
い
る
。
大
元
は
北
の
モ

ン
ゴ
ル
で
あ
り
な
が
ら
金
の
天
下
を
取
っ
て
い
る
。
大
明
の
洪
武
帝
は
、
皇
覚
寺
の
和
尚
で
あ
り
な
が
ら
大
元
の
天
下
を
取
っ
て
い
る
。
こ
の
国
に
汝
ら

の
朝
鮮
国
は
代
々
土
産
の
公
課
を
送
り
叩
頭
し
て
暮
ら
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
量
れ
ば
、
天
下
を
掌
握
す
る
こ
と
は
才
徳
の
故
で
あ
っ
て
、
元
々
帝

王
で
あ
っ
た
故
で
は
な
い
。

「
昔
の
言
葉
」
と
さ
れ
る
一
文
は
、『
六
韜
』
文
師
に
見
え
る
「
天
下
は
一
人
の
天
下
に
非
ず
、
乃
ち
天
下
の
天
下
な
り
。
天
下
の
利
を
同
じ

く
す
る
者
は
則
ち
天
下
を
得
、
天
下
の
利
を
擅
に
す
る
者
は
則
ち
天
下
を
失
う
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
天
下
は
君
主
の
私
有
物
で
は
な
く
、

す
べ
て
の
人
の
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
満
洲
人
は
こ
の
言
葉
が
よ
ほ
ど
気
に
入
っ
た
ら
し
く
、
再
三
引
用
し
て
い
る
。
古
典
か
ら
の
こ
の
引
用

に
基
づ
い
て
、
天
に
是
と
さ
れ
天
下
の
主
と
な
る
資
格
は
、
天
下
の
人
と
利
益
を
共
有
で
き
る
才
徳
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
導
き
出
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
「
才
徳
」
と
訳
し
た
満
洲
語
「erdem

u

」
は
、
お
そ
ら
く
元
来
は
モ
ン
ゴ
ル
語
か
ら
の
借
用
語
で
、
当
時
の
満
文
史
料
で
は
「
才

能
」「
技
能
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
ほ
か
、
漢
語
の
「
徳
」
の
訳
語
に
も
当
て
ら
れ
た
。
帝
王
の
資
格
に
つ
い
て
論
じ
る
場
合
、「〔
漢
人

は
〕
徳
の
あ
るerdem

ungge

皇
帝
も
無
道
のdoro akû

皇
帝
ら
も
皆
一
様
に
天
子
と
言
っ
て
い
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
漢
語
の
「
徳
」
に

近
い
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ホ
ン
タ
イ
ジ
に
よ
れ
ば
、
天
子
と
な
る
に
は
そ
う
し
た
資
質
こ
そ
重
要
で
あ
り
、
出
自
は
関
係
が
な

い
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
零
細
勢
力
か
ら
興
っ
て
天
下
を
取
っ
た
歴
代
王
朝
の
例
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
主
張
は
、
中
国
の
伝
統

思
想
の
枠
組
み
に
従
っ
て
も
、
理
論
的
に
は
否
定
す
る
余
地
が
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
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「
天
下
は
一
人
の
天
下
に
非
ず
」
と
い
う
言
葉
が
好
ま
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
当
時
の
満
洲
人
が
考
え
る
正
し
い
政
道
、
す
な
わ
ち
君
主
が

財
物
を
貪
ら
ず
臣
民
と
分
か
ち
合
う
と
い
う
政
道
の
あ
り
方
に
合
致
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
正
し
い
政
道
の
理
念
は
、
満
洲
人
が
置
か

れ
た
状
況
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
満
洲
人
に
は
信
じ
ら
れ
た
が
、
外
部
に
発
信
す
る
に
は
共
通
の
前
提
と
論
理
が
必

要
に
な
る
。
当
時
の
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
で
、
国
を
超
え
て
共
通
の
歴
史
知
識
と
論
理
を
提
供
で
き
る
知
の
体
系
と
言
え
ば
、
漢
籍
に
記
さ
れ
た

も
の
し
か
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
漢
籍
に
記
録
さ
れ
た
史
実
と
思
想
に
よ
っ
て
、
満
洲
人
は
自
分
た
ち
の
経
験
知
を
謂
わ
ば
普
遍
的
な
形

で
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
満
洲
人
の
政
治
的
正
統
性
に
関
す
る
理
論
は
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
満
洲
の
ハ
ン
が
事
実
と
し
て
「
天
下
を
掌
握
」

し
た
と
主
張
す
る
ま
で
に
は
、
な
お
段
階
を
踏
む
必
要
が
あ
っ
た
。

『
満
文
老
檔
』
太
祖
八
二
頁
〔『
満
文
原
檔
』
一
冊
七
六
頁
〕。

『
満
文
老
檔
』
太
祖
六
七
頁
〔『
満
文
原
檔
』
一
冊
一
四
〇
頁
〕。

『
満
文
老
檔
』
太
祖
六
七
頁
〔『
満
文
原
檔
』
一
冊
一
四
一
頁
〕。

拙
著
『
八
旗
制
度
の
研
究
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
）
五
〇

～
五
七
頁
に
述
べ
る
。

『
満
文
老
檔
』
太
祖
四
八
八
頁
〔『
満
文
原
檔
』
二
冊
三
七
六
～
三
七
七
頁
〕、

六
〇
頁
〔
一
冊
六
六
～
六
七
頁
〕。
後
者
は
後
年
再
確
認
さ
れ
た
こ
と
が
『
満
洲

実
録
』
天
命
十
一
年
六
月
二
十
四
日
に
見
え
る
。

『
満
洲
実
録
』
天
命
十
一
年
六
月
二
十
四
日
。

前
掲
拙
著
一
一
〇
～
一
二
七
頁
、
三
七
七
～
三
八
六
頁
。「
正
し
い
心
」
と
法

制
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
谷
井
俊
仁
「
一
心
一
徳
考
─
清
朝
に
お
け
る
政
治
的
正

當
性
の
論
理
─
」（『
東
洋
史
研
究
』
六
三
─
四
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
。

ヌ
ル
ハ
チ
に
対
す
る
誓
詞
は
『
満
文
老
檔
』
太
祖
一
一
〇
九
～
一
一
七
二
頁

〔『
満
文
原
檔
』
五
冊
二
九
九
～
四
九
二
頁
〕
に
多
数
見
え
る
。
引
用
文
は
そ
れ

ぞ
れ
一
一
二
三
頁
、
一
一
三
二
頁
、
一
一
〇
九
頁
〔
五
冊
三
四
一
頁
、
三
六
五
～

三
六
六
頁
、
三
〇
〇
頁
〕
な
ど
。

『
元
朝
秘
史
』
巻
三
。
小
澤
重
男
訳
『
元
朝
秘
史
』
上
（
岩
波
書
店
、
一
九
九

七
年
）
を
参
照
し
た
。

前
掲
拙
著
一
一
四
～
一
一
七
頁
、
四
六
二
～
四
六
五
頁
。

『
内
国
史
院
檔
』
天
聡
八
年
八
月
二
十
四
日
（
Ｃ
二
四
二
頁
）。

『
満
文
老
檔
』
太
祖
八
六
～
八
九
頁
〔『
満
文
原
檔
』
一
冊
七
九
～
八
一
頁
〕。

『
満
文
老
檔
』
太
祖
四
七
～
四
八
頁
〔『
満
文
原
檔
』
一
冊
五
〇
頁
〕。

『
満
文
老
檔
』
太
祖
三
九
八
頁
〔『
満
文
原
檔
』
二
冊
二
一
九
～
二
二
〇
頁
〕。

『
満
文
老
檔
』
太
祖
五
三
四
～
五
三
五
頁
〔『
満
文
原
檔
』
二
冊
四
四
八
～
四
四

九
頁
〕。

『
満
文
老
檔
』
太
祖
四
四
頁
〔『
満
文
原
檔
』
一
冊
四
八
頁
〕。

『
満
文
老
檔
』
太
祖
六
〇
一
頁
〔『
満
文
原
檔
』
二
冊
五
五
三
～
五
五
四
頁
〕。

『
満
文
老
檔
』
太
祖
三
〇
〇
頁
、
太
宗
二
二
七
頁
〔『
満
文
原
檔
』
二
冊
六
四
～

㉚
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六
五
頁
、
八
冊
一
七
頁
〕。

『
満
文
老
檔
』
太
宗
一
三
〇
〇
頁
〔『
満
文
原
檔
』
十
冊
四
七
〇
頁
〕。

『
満
文
老
檔
』
太
宗
八
二
五
～
八
二
六
頁
〔『
満
文
原
檔
』
八
冊
二
二
三
～
二
二

四
頁
〕。

『
満
文
老
檔
』
太
祖
六
〇
～
六
一
頁
〔『
満
文
原
檔
』
一
冊
六
七
頁
〕。

『
旧
満
洲
檔　
天
聡
九
年
』
四
七
頁
〔『
満
文
原
檔
』
九
冊
五
八
頁
〕・『
満
文
老

檔
』
太
宗
八
九
八
頁
〔『
満
文
原
檔
』
十
冊
一
五
頁
〕
に
「subasita

の
書
」
か

ら
の
引
用
が
見
え
る
。

『
満
文
老
檔
』
太
宗
八
二
五
頁
〔『
満
文
原
檔
』
八
冊
二
二
三
頁
〕。

『
満
文
老
檔
』
太
祖
九
七
六
頁
〔『
満
文
原
檔
』
四
冊
二
九
四
頁
〕。

『
満
文
老
檔
』
太
宗
一
四
三
九
頁
〔『
満
文
原
檔
』
十
冊
六
四
七
頁
〕。

天
聡
六
年
十
月
に
「
漢
文
を
教
え
る
四
人
の
秀
才
た
る
我
々
は
二
旗
の
子
ら
を

教
え
て
十
二
年
に
な
っ
た
」
と
の
上
奏
、
同
年
九
月
に
「
八
旗
の
漢
文
を
教
え
る

秀
才
」
十
六
人
へ
の
言
及
が
あ
る
（『
満
文
老
檔
』
太
宗
八
六
〇
頁
、
八
五
〇
頁

〔『
満
文
原
檔
』
八
冊
二
六
四
頁
、
二
五
三
頁
〕。
な
お
、
前
者
は
原
文
の
表
記
に

異
同
が
あ
る
の
で
『
満
文
原
檔
』
に
従
っ
て
訳
し
た
）。

『
満
文
老
檔
』
太
宗
一
〇
〇
五
～
一
〇
〇
六
頁
〔『
満
文
原
檔
』
十
冊
一
二
九
～

一
三
〇
頁
〕。

上
掲
史
料
の
他
に
『
満
文
老
檔
』
太
宗
二
二
五
～
二
二
六
頁
、
九
〇
五
頁

〔『
満
文
原
檔
』
八
冊
一
六
頁
、
十
冊
二
四
頁
〕、『
旧
満
洲
檔　
天
聡
九
年
』
一
四

五
頁
〔『
満
文
原
檔
』
九
冊
一
九
一
頁
〕、
第
二
章
註
㉒
所
引
史
料
に
も
引
用
さ
れ

て
い
る
。

『
旧
満
洲
檔　
天
聡
九
年
』
一
四
五
頁
〔『
満
文
原
檔
』
九
冊
一
九
一
頁
〕。

十
七
世
紀
の
モ
ン
ゴ
ル
に
は
元
朝
の
事
績
さ
え
満
足
に
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
十

八
世
紀
に
漢
語
史
料
を
通
し
て
知
識
が
入
っ
た
と
い
う
（
森
川
哲
雄
「
大
元
の
記

憶
」（『
比
較
社
会
文
化
（
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
学
府
）』
一
四
、
二

〇
〇
八
年
）。

二　

「
清
国
の
天
子
」
へ
の
道

　

明
か
ら
孔
有
徳
・
耿
仲
明
・
尚
可
喜
が
降
り
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
最
大
勢
力
で
あ
っ
た
チ
ャ
ハ
ル
が
潰
走
状
態
に
な
る
と
（
天
聡
八
年
（
一
六
三

四
））、
こ
の
時
点
で
「
内
外
の
諸
王
」
す
な
わ
ち
国
内
と
服
属
し
た
モ
ン
ゴ
ル
の
諸
王
が
ホ
ン
タ
イ
ジ
に
「
大
い
な
る
称
号
を
奉
り
布
告
し
た

い
」
と
請
う
た
。
し
か
し
ホ
ン
タ
イ
ジ
は
、「
天
の
表
象
を
見
ず
に
大
い
な
る
称
号
を
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
拒
否
し
た
と
い
う
。

「
天
の
表
象
」
を
問
題
に
し
て
い
る
よ
う
に
、「
大
い
な
る
称
号
」
と
は
天
命
を
受
け
て
天
下
を
支
配
す
る
帝
王
の
称
号
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

翌
九
年
の
末
、
国
内
の
諸
王
・
諸
大
臣
は
「
今
チ
ャ
ハ
ル=

ハ
ン
の
子
の
太
子
、
国
の
民
が
尽
く
降
っ
た
。
ま
た
昔
の
代
々
の
帝
王
ら
が

争
っ
た
玉
の
宝
璽
を
得
た
。
天
が
助
け
る
表
象
を
真
に
認
め
得
た
。
今
、
天
が
助
け
る
の
に
合
わ
せ
て
大
い
な
る
称
号
を
定
め
た
い
」
と
上
言

し
た
。
こ
こ
に
言
う
「
玉
の
宝
璽
」
が
、
清
朝
を
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
後
継
国
家
と
す
る
説
の
根
拠
と
さ
れ
る
「
伝
国
の
玉
璽
」
で
あ
る
が
、
チ
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ャ
ハ
ル
を
討
っ
た
ド
ル
ゴ
ン
ら
が
持
ち
帰
っ
た
際
、「
昔
の
歴
代
の
帝
王
が
用
い
て
き
た
も
の
を
モ
ン
ゴ
ル
の
大
元
国
が
手
に
入
れ
て
」
用
い

て
き
た
も
の
と
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
玉
璽
は
元
朝
で
は
な
く
元
朝
を
含
む

0

0

0

歴
代
王
朝
の
玉
璽
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
満
洲
人
の
知
る

歴
代
王
朝
の
系
譜
が
中
国
の
伝
統
的
歴
史
観
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
前
章
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
玉
璽
を
得
た
こ
と
に

よ
っ
て
天
下
を
支
配
す
る
正
統
性
を
得
た
と
い
う
認
識
も
、
ど
こ
に
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ホ
ン
タ
イ
ジ
に
「
大
い
な
る
称
号
」
を
受
け
る
よ

う
請
う
人
々
が
「
玉
の
宝
璽
を
手
に
入
れ
た
こ
と
、
諸
処
の
国
人
が
従
っ
た
こ
と
、
人
心
が
従
順
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
れ
が
も
と
よ
り
天
〔
の

意
〕
で
あ
る
ぞ
」
と
説
い
た
よ
う
に
、
玉
璽
の
獲
得
は
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
再
即
位
を
促
す
瑞
兆
の
一
つ
と
捉
え
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。

　

ホ
ン
タ
イ
ジ
自
身
は
、「
今
い
く
ら
周
り
の
国
が
降
っ
た
、
玉
の
宝
璽
を
得
た
と
て
大
い
な
る
政
道
は
ま
だ
す
べ
て
成
っ
て
は
い
な
い
。
大

い
な
る
政
道
が
成
る
前
に
、
あ
ら
か
じ
め
大
い
な
る
称
号
を
受
け
れ
ば
、
天
に
非
と
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
言
っ
て
拒
ん
だ
。
諸
王
は
さ

ら
に
説
得
し
、「
玉
の
宝
璽
を
得
、
諸
処
の
国
が
降
っ
た
。
こ
れ
は
真
に
天
〔
の
表
象
〕
で
あ
る
ぞ
。
天
が
助
け
る
の
を
知
ら
ず
、
大
い
な
る

称
号
を
受
け
取
ら
な
け
れ
ば
、
却
っ
て
天
に
非
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
し
て
、
ハ
ン
が
称
号
を
受
け
取
る
こ
と
を
促
す
べ
く
各
々
身
を
修

め
る
誓
い
を
立
て
た
た
め
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
も
態
度
を
改
め
た
。
そ
こ
へ
外
藩
モ
ン
ゴ
ル
の
諸
王
が
到
着
し
て
、
同
じ
く
「
ハ
ン
に
大
い
な
る
称

号
を
定
め
た
い
」
と
言
っ
た
の
で
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
は
「
兄
弟
」
の
関
係
に
な
っ
て
い
る
朝
鮮
国
王
に
相
談
せ
よ
と
命
じ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
翌
十
年
に
満
洲
の
諸
王
・
大
臣
が
朝
鮮
国
王
に
宛
て
た
書
簡
に
は
、
今
や
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
下
で
「
内
外
の
国
は
指
示
に
従
い

道
義
を
違
え
ず
、
勅
令
・
法
度
に
背
か
ず
、
出
征
の
時
に
は
、
天
下
を
縦
横
に
意
の
ま
ま
に
行
う
。
こ
れ
は
皆
天
の
意
に
適
い
人
の
心
を
従
わ

せ
た
と
い
う
こ
と
」
と
し
、「
我
ら
は
天
に
合
わ
せ
、
万
民
の
意
を
至
ら
せ
」、
大
い
な
る
称
号
を
定
め
る
こ
と
に
し
た
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
清

朝
が
政
治
的
・
軍
事
的
に
成
功
し
て
い
る
こ
と
が
天
命
を
示
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
外
藩
モ
ン
ゴ
ル
諸
王
の
書
簡
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

我
ら
は
皆
大
明
国
の
恩
賞
を
受
け
取
り
、
二
百
年
余
り
に
な
っ
た
。
我
ら
は
大
明
国
か
ら
好
ん
で
変
心
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
大
明
国
の
諸
大
臣
は
奸
邪

で
財
利
を
重
ん
じ
、
上
を
偽
る
。
皇
帝
は
遮
ら
れ
て
知
ら
ず
、
国
家
に
禍
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
上
、
将
軍
は
怯
懦
で
兵
は
臆
病
で
あ
る
。
内
に
は
奸
邪

③
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が
興
っ
て
お
り
、
外
に
は
領
土
を
取
ら
れ
兵
が
破
ら
れ
て
い
る
。
天
の
表
象
を
見
れ
ば
、
大
明
国
は
必
ず
滅
び
る
。
ア
イ
シ
ン
国
の
ハ
ン
は
聡
明
で
寛
大

な
才
徳
を
伝
諭
し
て
、
国
を
招
き
従
わ
せ
る
。
民
を
養
う
。
行
動
と
意
図
は
合
致
し
法
度
は
明
白
で
あ
る
。
そ
の
上
、
将
軍
は
勇
敢
で
兵
は
剛
強
で
あ
る
。

向
か
う
と
こ
ろ
敵
な
く
、
衆
人
は
皆
慕
う
。
天
の
意
が
ア
イ
シ
ン
国
に
移
る
の
を
知
っ
て
、
我
ら
は
皆
天
の
導
く
方
向
を
見
て
従
っ
た
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
モ
ン
ゴ
ル
諸
王
は
自
ら
明
朝
に
服
属
し
て
い
た
と
は
言
っ
て
い
な
い
が
、
明
朝
が
天
命
を
受
け
た
王
朝
で
あ
っ
た
こ
と
を

実
質
的
に
認
め
て
い
る
。
十
七
世
紀
初
め
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
ア
ル
タ
ン=

ハ
ー
ン
伝
』
で
も
明
朝
皇
帝
を
「
大
明
ハ
ー
ンdayim

ing 

qaɤan

」
と
呼
ん
で
い
る
よ
う
に
、
モ
ン
ゴ
ル
に
と
っ
て
明
朝
皇
帝
は
、
少
な
く
と
も
彼
ら
の
ハ
ー
ン
と
同
等
の
称
号
に
値
す
る
地
位
に
あ
っ

た
。
過
去
二
百
年
余
り
の
明
朝
の
国
力
を
思
え
ば
不
自
然
で
は
な
く
、
む
し
ろ
相
応
の
位
置
づ
け
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
モ
ン
ゴ

ル
諸
王
は
天
命
が
明
か
ら
ア
イ
シ
ン
国
に
移
っ
た
と
み
な
し
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
に
従
う
こ
と
に
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
両
書
簡
は
、
と
も
に
ホ
ン

タ
イ
ジ
に
大
い
な
る
称
号
を
奉
る
こ
と
を
決
定
事
項
と
し
て
伝
え
、
朝
鮮
国
王
に
賛
同
す
る
か
ど
う
か
を
問
う
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
朝
鮮

側
が
反
発
す
る
態
度
を
見
せ
た
こ
と
が
、
こ
の
年
の
末
に
始
ま
る
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
朝
鮮
親
征
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

一
方
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
は
満
洲
・
モ
ン
ゴ
ル
・
漢
人
の
内
外
諸
王
と
諸
大
臣
か
ら
改
め
て
即
位
を
請
願
さ
れ
、
四
月
十
一
日
に
「gosin onco 

hûw
aliyasun enduringge han

（
仁
寛
温
聖
皇
帝
）」
の
称
号
を
受
け
て
「
大
い
な
る
玉
座
」
に
即
い
た
。
即
位
に
際
し
て
ホ
ン
タ
イ
ジ
は
天

帝abkai han

を
祭
っ
た
が
、
そ
の
祝
文
に
お
い
て
、
彼
は
「
皇
帝hûw

angdi

」
の
位
に
即
く
と
称
し
て
い
る
。
こ
れ
以
前
、
ホ
ン
タ
イ
ジ

は
明
朝
が
「
ア
イ
シ
ン
国
の
皇
帝
と
言
う
の
を
や
め
よ
、
勝
手
に
作
っ
た
印
璽
を
や
め
よ
」
と
言
っ
て
き
た
の
に
対
し
て
、「
皇
帝
と
言
う
の

を
や
め
て
ハ
ン
と
言
お
う
、
汝
ら
が
印
璽
を
作
っ
て
与
え
よ
、
与
え
た
印
璽
を
使
い
た
い
」
と
返
答
し
て
い
た
。
勝
手
に
印
璽
を
作
れ
な
い

「
ハ
ン
」
と
作
っ
て
与
え
る
立
場
の
「
皇
帝
」
と
の
格
の
違
い
は
認
識
し
て
お
り
、
敢
え
て
「
皇
帝
」
と
称
す
る
の
を
や
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
「
皇
帝
」
と
し
て
即
位
し
た
こ
と
は
、
明
朝
を
憚
っ
て
い
た
立
場
を
改
め
て
、
天
下
で
最
高
の
地
位
に
就
い
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

な
お
、
再
即
位
後
の
ホ
ン
タ
イ
ジ
は
、
満
文
史
料
で
は
概
ね
「hûw

angdi

」
で
は
な
く
「
聖
ハ
ンenduringge han

」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
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後
述
の
よ
う
に
当
時
の
満
文
史
料
に
は
歴
代
帝
王
を
「
昔
のenduringge han

」
と
呼
ん
で
い
る
例
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、「
聖
ハ
ン
」
は
従

来
の
「
ハ
ン
」
と
は
異
な
り
、「
皇
帝
」
の
地
位
に
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
こ
こ
で
初
め
て
公
式
に
国
号
を
大
清
、
年
号
を
崇
徳
と
定
め
た
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
中
国
王
朝
の
伝
統
に
則
っ
て
い
る
。
清
朝
の

国
号
は
「
清
」
に
敬
詞
の
「
大
」
を
冠
し
た
も
の
で
は
な
く
、「
大
」
と
「
清
」
を
切
り
離
せ
な
い
「
大
清daicing

」
で
あ
る
と
し
、
漢
字
一

字
を
原
則
と
す
る
中
国
王
朝
と
の
違
い
を
強
調
す
る
説
も
あ
る
が
、
誤
り
で
あ
る
。
こ
の
説
に
は
史
料
的
根
拠
が
な
く
、
元
朝
の
国
号
が
『
易

経
』
彖
伝
の
「
大
哉
乾
元
」
か
ら
二
字
を
取
っ
て
合
わ
せ
た
「
大
元
」
で
あ
り
「
元
」
で
は
な
い
と
す
る
説
に
引
き
摺
ら
れ
た
だ
け
と
し
か
考

え
ら
れ
な
い
。
清
の
国
号
の
由
来
は
現
在
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
清
朝
自
身
は
原
則
と
し
て
「
大
清
」
ま
た
は
「
皇
清
」
と
称
し
、
清
初

の
史
料
で
は
「
清cing

」
だ
け
の
使
用
も
見
ら
れ
る
。
国
号
の
固
有
名
詞
部
分
が
漢
字
一
字
の
「
清
」
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
こ
と
は
ホ
ン
タ
イ
ジ
が
「
中
国
的
」
な
帝
王
を
目
指
し
た
と
か
「
中
国
的
」
な
国
号
の
制
定
を
意
図
し
た
と
か
い
う
こ

と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
国
号
・
年
号
は
、
あ
く
ま
で
も
天
下
の
普
遍
的
な
ル
ー
ル
と
捉
え
ら
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
即
位
後
の

ホ
ン
タ
イ
ジ
に
対
し
て
、
諸
王
が
「
聖
ハ
ンenduringge han

は
今
や
以
前
の
よ
う
で
は
な
い
。
大
い
な
る
称
号
を
受
け
て
大
い
な
る
玉
座

に
即
い
た
。
昔
の
聖
な
る
帝
王
らenduringge han sa
の
例
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
っ
た
よ
う
に
、
彼
は
「
昔
の
聖
な
る
帝
王

ら
」
す
な
わ
ち
天
下
を
支
配
し
て
き
た
歴
代
帝
王
の
列
に
連
な
り
、
そ
の
前
例
に
倣
う
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
ホ
ン
タ
イ
ジ
は
マ
ン
ジ
ュ
（
ア
イ
シ
ン
）
国
の
ハ
ン
か
ら
歴
代
帝
王
と
並
ぶ
聖
ハ
ン
、
す
な
わ
ち
皇
帝
と
な
り
、
理
論
的
に
は
天

下
を
支
配
す
る
帝
王
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
自
身
、
こ
こ
で
真
に
明
朝
皇
帝
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
と
は
お
そ
ら
く
認

識
し
て
い
な
か
っ
た
。
ホ
ン
タ
イ
ジ
は
国
内
の
臣
民
は
も
と
よ
り
内
モ
ン
ゴ
ル
諸
部
に
と
っ
て
も
最
高
君
主
と
な
り
、
朝
鮮
に
対
し
て
は
直
後

に
武
力
で
迫
っ
て
明
朝
と
断
交
さ
せ
、
国
王
に
臣
下
の
礼
を
執
ら
せ
て
い
る
。
だ
が
、
明
朝
に
対
し
て
は
、
崇
禎
帝
が
皇
帝
で
あ
る
こ
と
を
否

定
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
は
対
等
の
地
位
を
想
定
し
て
い
た
。
崇
德
三
年
（
一
六
三
八
）
十
月
、
境
界
地
帯
で
捕
え
た
漢
人
を
殺
し

た
こ
と
に
つ
い
て
、
清
側
は
「
長
城
の
内
は
汝
の
大
明
の
地
、
境
の
外
は
大
清
国
の
地
」
と
主
張
し
て
い
る
。
清
朝
の
聖
ハ
ン
が
遍
く
天
下
を
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支
配
す
る
の
で
は
な
く
、
長
城
を
境
と
し
て
明
朝
の
皇
帝
と
並
び
立
つ
関
係
と
捉
え
た
の
で
あ
る
。

　

少
な
く
と
も
、
明
朝
が
李
自
成
に
滅
ぼ
さ
れ
る
ま
で
、
清
朝
は
明
朝
に
対
し
て
直
接
そ
の
正
統
性
を
否
定
し
た
こ
と
は
な
い
。
入
関
前
の
清

朝
は
、
明
に
攻
勢
を
か
け
続
け
る
こ
と
を
国
家
の
安
定
的
存
続
の
た
め
必
須
と
み
な
し
て
い
た
が
、
自
力
で
倒
せ
る
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
効

果
的
な
打
撃
を
与
え
て
有
利
な
交
渉
に
持
ち
込
む
こ
と
を
基
本
戦
略
と
し
て
い
た
。
明
朝
を
交
渉
の
席
に
着
か
せ
る
た
め
に
は
、
明
朝
皇
帝
の

立
場
に
相
応
の
配
慮
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
単
な
る
交
渉
の
た
め
の
方
便
で
あ
っ
た
と
ば
か
り
は
言
え
な
い
。
清
朝
か
ら
見
て
明
朝

は
ま
だ
超
大
国
と
し
て
の
実
力
と
権
威
を
失
っ
て
お
ら
ず
、
全
面
否
定
す
る
こ
と
が
躊
躇
わ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
事
実
と
し
て
、
明
は
な

お
「
昔
の
聖
な
る
帝
王
ら
」
が
坐
し
た
地
に
拠
り
、
清
よ
り
遥
か
に
豊
か
で
広
大
な
土
地
と
膨
大
な
人
口
を
支
配
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

李
自
成
の
北
京
攻
略
と
崇
禎
帝
の
死
は
、
こ
の
状
況
を
一
変
さ
せ
た
。
順
治
元
年
（
一
六
四
四
）
四
月
、
呉
三
桂
が
降
っ
て
清
軍
が
山
海
関

を
通
過
す
る
と
、
摂
政
王
ド
ル
ゴ
ン
は
直
ち
に
「
漢
人
の
国
の
諸
官
・
兵
・
民
」
に
向
け
て
布
告
を
発
し
た
。
こ
の
布
告
で
は
、
ま
た
も
や

「
天
下
は
一
人
の
天
下
で
は
な
く
、
天
下
の
人
の
天
下
で
あ
る
」
を
引
用
し
て
、
天
下
の
民
は
「
才
徳
あ
る
主
」
に
従
う
べ
き
こ
と
を
説
く
が
、

今
回
は
明
朝
が
流
賊
に
滅
ぼ
さ
れ
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
、「
我
は
流
賊
と
勝
負
を
こ
の
た
び
決
す
る
。
…
…
我
を
助
け
て
流
賊
を
滅
ぼ
し
た

い
と
い
う
者
は
、
迎
え
従
っ
て
、
我
の
手
助
け
を
せ
よ
。
我
は
そ
の
子
孫
を
代
々
絶
え
な
い
官
と
し
て
愛
し
み
養
う
」
と
呼
び
か
け
た
。
も
し

流
賊
に
附
す
る
な
ら
、「
一
つ
に
は
〔
旧
〕
主
の
恩
を
忘
れ
た
、
二
つ
に
は
自
分
の
家
を
忘
れ
〔
た
者
と
し
〕
て
、
流
賊
と
と
も
に
苦
し
み
を

招
く
こ
と
に
な
る
ぞ
」
と
言
う
。
清
朝
に
と
っ
て
は
、
強
大
な
敵
で
あ
っ
た
明
朝
が
反
乱
に
よ
っ
て
倒
れ
て
く
れ
た
上
に
、
明
朝
を
滅
ぼ
し
た

賊
を
討
つ
と
い
う
大
義
名
分
が
手
に
入
り
、
逆
ら
う
者
を
賊
に
与
す
る
者
と
し
て
弾
圧
す
る
口
実
ま
で
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

五
月
、
北
京
に
入
城
し
た
ド
ル
ゴ
ン
は
改
め
て
故
明
の
官
・
兵
・
民
に
布
告
し
て
崇
禎
帝
の
喪
を
発
し
、
后
妃
ら
と
と
も
に
礼
を
も
っ
て
葬

っ
た
。
六
月
に
は
明
朝
の
宗
廟
を
移
動
さ
せ
、
明
の
太
祖
の
位
牌
を
歴
代
帝
王
廟
に
移
し
、
明
朝
諸
帝
を
祭
っ
て
、「
思
う
に
、
明
国
は
一
時

の
天
下
を
支
配
し
た
。
四
季
が
互
い
に
移
り
変
わ
る
よ
う
に
、
国
の
政
道
が
め
ぐ
る
こ
と
は
、
明
国
だ
け
で
は
な
い
。
天
地
の
定
め
た
命
数
で

あ
る
」
と
告
げ
た
。
こ
う
し
て
清
朝
は
、「
一
時
の
天
下
を
支
配
し
た
」
明
朝
を
、
儀
礼
を
も
っ
て
正
式
に
終
わ
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
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そ
れ
と
並
行
し
て
、
瀋
陽
か
ら
北
京
へ
の
遷
都
が
進
め
ら
れ
、
九
月
十
九
日
に
は
順
治
帝
が
北
京
に
到
着
、
十
月
朔
日
を
も
っ
て
再
即
位
し

た
。
即
位
に
際
し
て
天
地
を
祭
っ
た
文
は
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

清
国
の
天
子
、
臣
フ
リ
ン
が
敢
え
て
黒
い
仔
牛
を
供
え
、
上
天
の
帝
・
地
の
主
に
敢
え
て
告
げ
る
こ
と
。
天
下
は
大
き
い
と
い
っ
て
も
、
天
に
区
別
は
な

い
。
我
が
祖
父
は
天
命
を
受
け
て
東
の
地
か
ら
新
た
な
政
道
を
立
て
、
父
は
国
を
富
ま
せ
、
政
道
を
大
き
く
し
て
、
臣
は
小
身
を
も
っ
て
大
い
な
る
政
道

を
継
い
だ
。
明
国
は
終
わ
っ
て
邪
悪
が
興
り
、
民
は
苦
し
み
に
遭
っ
た
の
で
中
国
に
〔
政
道
は
〕
な
い
。
…
…
さ
れ
ば
燕
京
を
都
城
と
し
て
、
中
国
を
平

定
す
る
。
お
も
だ
っ
た
大
臣
ら
、
官
民
の
議
が
皆
一
つ
と
な
っ
て
語
る
に
は
、「
神
佑
は
違
え
ら
れ
な
い
。
衆
民
の
誠
心
に
は
背
け
な
い
。
大
い
な
る
位
に

坐
し
て
、
万
国
を
招
撫
し
審
断
せ
よ
」
と
言
い
求
め
る
の
で
、
臣
は
上
な
る
瑞
兆
を
謹
み
畏
れ
、
衆
人
の
思
い
に
合
わ
せ
、
今
年
十
月
朔
日
に
天
に
告
げ

て
位
に
即
く
。
国
号
を
そ
の
ま
ま
大
清
、
年
を
そ
の
ま
ま
順
治
元
年
と
す
る
。
天
地
の
帝
が
助
け
て
乱
を
速
や
か
に
平
ら
げ
、
刀
槍
を
速
や
か
に
収
め
さ

せ
ら
れ
よ
。
九
州
を
皆
安
ら
か
に
し
、
仁
を
と
こ
し
え
に
す
る
我
が
清
国
の
政
道
を
永
遠
に
す
る
た
め
祈
り
求
め
る
。
ど
う
か
受
け
取
ら
れ
よ
。

　

こ
こ
で
順
治
帝
は
「
清
国
の
天
子cing gurun i abkai jui

」
と
自
称
し
、
改
め
て
「
大
い
な
る
位
」
に
坐
す
る
と
言
っ
て
い
る
。
ド
ル
ゴ

ン
を
皇
叔
父
摂
政
王
に
封
じ
る
書
に
お
い
て
も
「
我
を
天
子
の
位
に
即
か
せ
た
」
と
称
し
て
お
り
、
順
治
帝
の
再
即
位
は
「
天
子
」
と
な
る
こ

と
を
意
味
し
た
と
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
れ
以
後
臣
下
に
勅
諭
を
下
す
際
に
は
「
皇
帝
」
を
自
称
し
て
お
り
、
今
度
こ
そ
天
下
に
た
だ
一
人
の
皇

帝
、
天
下
を
支
配
す
る
帝
王
と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
国
号
・
年
号
に
つ
い
て
特
に
「
そ
の
ま
ま
」
と
称
し
て
い
る
の
は
、
国
号
さ
え

変
更
し
て
然
る
べ
き
重
大
な
転
換
に
当
た
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
や
は
り
清
朝
が
新
た
な
地
位
を
得
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
順
治
帝
が
天
子
と
な
る
契
機
と
し
て
は
、
明
朝
が
滅
亡
し
て
中
国
か
ら
政
道
が
失
わ
れ
た
こ
と
、
清
朝
が
北
京
を
都
と
し
て
中
国
を

平
定
す
る
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
中
国
」
と
訳
し
た
語
は
原
語
で
「dulim

bai gurun

」、
直
訳
す
れ
ば
「
中
央
の
国
」
で
あ
り
、

一
般
に
満
洲
人
が
漢
人
や
漢
人
の
国
で
あ
る
明
を
指
す
の
に
用
い
た
「nikan

」
で
は
な
い
。
清
朝
が
都
を
移
し
て
新
た
に
主
領
土
と
し
た
の

㉕

㉖

㉗
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は
、
単
な
る
漢
人
の
国
で
は
な
く
、
天
下
の
中
央
の
国
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
岡
田
英
弘
は
「
清
朝
は
、
よ
く
誤
解
さ
れ
る
よ
う
な
、
中
国
の
王

朝
で
は
な
い
。
中
国
は
、
清
帝
国
の
植
民
地
の
一
つ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
世
界
の
中
で
中
国
を
相
対
化
で
き
る
現

代
人
の
感
覚
を
そ
の
ま
ま
歴
史
的
事
象
の
解
釈
に
持
ち
込
ん
だ
こ
と
に
よ
る
誤
り
で
あ
る
。
史
料
に
基
づ
い
て
理
解
す
る
限
り
、
清
朝
に
と
っ

て
中
国
支
配
は
す
な
わ
ち
天
下
を
支
配
す
る
根
拠
を
得
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
決
定
的
な
重
要
性
を
も
っ
た
の
で
あ
る
。

　

歴
史
上
、
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
興
っ
た
強
大
な
国
家
は
、
ほ
と
ん
ど
が
中
国
に
本
拠
地
を
置
く
か
、
少
な
く
と
も
中
国
進
出
を
図
っ
た
。
中

国
が
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
で
最
も
豊
か
な
地
域
を
含
ん
で
い
た
と
い
う
一
点
だ
け
を
取
っ
て
も
、
そ
れ
は
当
然
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
逆
に
言

え
ば
、
中
国
の
富
を
掌
握
で
き
る
力
を
も
つ
国
家
だ
け
が
超
大
国
の
地
位
を
築
き
得
た
。
そ
う
し
た
歴
史
的
事
実
に
照
ら
せ
ば
、
清
朝
が
中
国

を
支
配
す
る
こ
と
で
天
下
を
支
配
で
き
る
と
考
え
た
の
は
何
の
不
思
議
も
な
い
。
そ
う
し
た
歴
史
的
知
識
を
含
め
て
、
清
朝
当
局
者
の
知
識
体

系
が
中
国
の
伝
統
的
学
術
に
基
づ
き
、
中
国
の
伝
統
的
世
界
観
を
反
映
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

天
聡
九
年
十
二
月
に
「
去
年
」
の
こ
と
と
し
て
言
及
さ
れ
た
（『
旧
満
洲
檔　
天

聡
九
年
』
三
六
九
～
三
七
〇
頁
〔『
満
文
原
檔
』
九
冊
四
七
二
頁
〕）。

『
旧
満
洲
檔　
天
聡
九
年
』
三
七
〇
頁
〔『
満
文
原
檔
』
九
冊
四
七
二
頁
〕。

『
旧
満
洲
檔　
天
聡
九
年
』
二
五
〇
頁
〔『
満
文
原
檔
』
九
冊
三
三
二
頁
〕。
そ
の

後
、
衆
人
に
対
し
て
も
「
こ
の
玉
の
宝
璽
は
昔
の
歴
代
の
帝
王
ら
の
用
い
た
宝

璽
」
と
し
て
告
げ
知
ら
さ
れ
た
（『
旧
満
洲
檔　
天
聡
九
年
』
二
六
四
頁
〔『
満
文

原
檔
』
九
冊
三
四
六
頁
〕）。

『
旧
満
洲
檔　
天
聡
九
年
』
三
七
三
頁
〔『
満
文
原
檔
』
九
冊
四
七
五
頁
〕。
実
際
、

こ
の
時
期
以
外
、
清
朝
が
自
ら
の
正
統
性
を
主
張
す
る
に
当
た
っ
て
、
伝
国
の
玉

璽
に
言
及
し
た
こ
と
は
皆
無
に
近
い
。

『
旧
満
洲
檔　
天
聡
九
年
』
三
六
九
～
三
八
三
頁
〔『
満
文
原
檔
』
九
冊
四
七
二

～
四
八
五
頁
〕。

『
満
文
老
檔
』
太
宗
九
〇
六
頁
〔『
満
文
原
檔
』
十
冊
二
五
頁
〕。

『
満
文
老
檔
』
太
宗
九
〇
六
～
九
〇
七
頁
〔『
満
文
原
檔
』
十
冊
二
五
～
二
六

頁
〕。

『
ア
ル
タ
ン=

ハ
ー
ン
伝
』E

rdeni tunum
al neretü sudur orusiba

一
〇

九
節
。
本
稿
で
は
『
ア
ル
タ
ン=

ハ
ー
ン
伝
』
は
吉
田
順
一
他
『『
ア
ル
タ
ン=

ハ
ー
ン
伝
』
訳
注
』（
風
間
書
房
、
一
九
九
八
年
）
に
依
拠
し
、
そ
の
訳
文
を
引

用
す
る
。

『
満
文
老
檔
』
太
宗
九
〇
六
、
九
一
〇
頁
〔『
満
文
原
檔
』
十
冊
二
五
、
二
九

頁
〕。

『
満
文
老
檔
』
太
宗
九
八
九
、
九
九
三
頁
〔『
満
文
原
檔
』
十
冊
一
一
四
、
一
一

八
頁
〕。
新
し
い
称
号
は
同
九
九
四
頁
〔
同
一
一
九
頁
〕
に
見
え
る
。

石
橋
崇
雄
「
清
初
皇
帝
権
の
形
成
過
程
─
特
に
『
丙
子
年
四
月
〈
秘
録
〉
登
ハ

ン
大
位
檔
』
に
み
え
る
太
宗
ホ
ン
・
タ
イ
ジ
の
皇
帝
即
位
記
事
を
中
心
と
し
て
」

（『
東
洋
史
研
究
』
五
三
─
一
、
一
九
九
四
年
）
が
当
該
史
料
の
紹
介
と
と
も
に

㉘
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指
摘
し
て
い
る
。

『
満
文
老
檔
』
太
宗
二
五
八
頁
〔『
満
文
原
檔
』
六
冊
三
五
七
頁
〕。

石
橋
前
掲
論
文
一
〇
八
～
一
〇
九
頁
。

『
太
宗
実
録
』
天
聡
十
年
三
月
二
十
六
日
に
見
え
る
四
月
八
日
以
降
の
儀
注
。

杉
山
清
彦
「
マ
ン
ジ
ュ
大
清
国
の
支
配
構
造
」（『
岩
波
講
座　
世
界
歴
史
』
12

（
岩
波
書
店
、
二
〇
二
二
年
）
所
収
）
は
、
お
そ
ら
く
音
が
通
じ
る
こ
と
だ
け
を

理
由
に
「
大
清
」
と
モ
ン
ゴ
ル
語
「
ダ
イ
チ
ン
」
と
の
関
係
を
示
唆
し
、「
国
号

の
「
大
清
」
は
本
来
「
大
い
な
る
清
」
で
は
な
く
、
由
来
・
含
義
こ
そ
不
明
な
が

ら
、「
大
元
」
を
踏
襲
し
た
二
字
国
号
で
あ
っ
た
」（
一
八
二
頁
）
と
す
る
。

本
稿
18
頁
所
引
の
順
治
帝
が
天
地
を
祭
っ
た
際
の
祝
文
、
天
壇
・
地
壇
に
ホ
ン

タ
イ
ジ
の
追
諡
を
告
げ
た
書
（『
内
国
史
院
檔
』
順
治
元
年
十
月
初
七
日
（
Ｅ
二

一
六
、
二
一
七
頁
））
な
ど
に
見
え
る
。
順
治
版
『
太
宗
実
録
』
漢
文
本
で
は
、

崇
徳
元
年
三
月
二
十
六
日
条
で
新
し
い
国
号
を
「
大
清
」
と
も
「
清
」
と
も
記
す

な
ど
、「
清
」
だ
け
の
使
用
が
珍
し
く
な
い
。

『
満
文
老
檔
』
太
宗
一
〇
四
二
頁
〔『
満
文
原
檔
』
十
冊
一
七
五
頁
〕。

他
に
も
「
昔
の
聖
な
る
帝
王
ら
」
に
倣
う
と
し
て
、
宗
室
の
夫
人
や
姉
妹
を
冊

封
し
た
例
が
あ
る
（『
満
文
老
檔
』
太
宗
一
四
一
二
～
一
四
二
六
頁
〔『
満
文
原

檔
』
十
冊
六
〇
九
～
六
二
七
頁
〕、『
内
国
史
院
檔
』
崇
徳
四
年
十
二
月
十
七
日
）。

『
内
国
史
院
檔
』
崇
徳
三
年
十
月
初
八
日
（
Ｄ
六
二
四
～
六
二
五
頁
）。

前
掲
拙
著
二
一
六
～
二
三
八
頁
。

『
満
文
老
檔
』
太
祖
九
五
四
頁
〔『
満
文
原
檔
』
四
冊
二
四
四
頁
〕
は
、
ヌ
ル
ハ

チ
の
挙
兵
以
前
の
女
真
の
大
人
が
明
の
下
級
官
人
や
平
民
に
さ
え
ど
れ
ほ
ど
遜
っ

て
い
た
か
を
記
す
。
そ
れ
が
当
然
と
思
わ
れ
た
時
代
を
こ
の
時
期
の
満
洲
人
が
ま

だ
記
憶
し
て
い
た
こ
と
は
、
見
過
ご
し
て
は
な
る
ま
い
。

『
内
国
史
院
檔
』
順
治
元
年
四
月
二
十
三
日
（
Ｅ
二
五
～
二
九
頁
）。

『
世
祖
実
録
』
順
治
元
年
五
月
辛
卯
・
己
酉
。

『
世
祖
実
録
』
順
治
元
年
六
月
癸
未
。

『
内
国
史
院
檔
』
順
治
元
年
十
月
朔
（
Ｅ
二
〇
九
～
二
一
〇
頁
）。

『
内
国
史
院
檔
』
順
治
元
年
十
月
十
日
（
Ｅ
二
二
六
頁
）。
ま
た
、「
天
子
の
大

位
に
即
い
た
礼
」
と
し
て
宗
室
と
呉
三
桂
の
晋
封
を
行
っ
て
い
る
（『
内
国
史
院

檔
』
順
治
元
年
十
月
十
三
日
（
Ｅ
二
三
五
～
二
四
六
頁
））。

岡
田
英
弘
は
満
洲
人
と
漢
人
と
い
う
二
つ
の
種
族
を
総
称
し
て
「dulim

bai 
gurun

」
と
呼
ん
だ
と
す
る
が
（『
歴
史
と
は
な
に
か
』（
文
藝
春
秋
、
二
〇
〇
一

年
）
一
八
八
頁
）、
そ
れ
は
満
洲
人
が
「
中
国
」
の
人
と
な
っ
て
以
降
の
こ
と
で

あ
り
、
入
関
当
初
の
用
例
か
ら
は
明
朝
の
支
配
域
が
「
中
国
」
と
み
な
さ
れ
て
い

た
と
わ
か
る
。

岡
田
序
言
註
①
所
引
書
二
一
四
頁
。

三　

清
朝
の
正
統
観
の
ゆ
く
え

　

入
関
後
の
清
朝
に
よ
る
中
国
征
服
は
、
全
体
と
し
て
順
調
に
進
ん
だ
。
李
自
成
は
逃
走
の
末
に
殺
さ
れ
、
明
朝
再
興
の
動
き
は
拙
劣
を
極
め
、

清
朝
へ
の
組
織
的
抵
抗
は
短
い
期
間
で
実
質
的
に
終
わ
っ
た
。
清
朝
は
速
や
か
に
秩
序
を
回
復
す
る
こ
と
で
戦
乱
に
疲
弊
し
た
住
民
に
受
け
容

れ
ら
れ
、
漢
人
官
僚
を
積
極
的
に
登
用
す
る
こ
と
で
知
識
人
層
の
協
力
を
得
、
明
朝
か
ら
引
き
継
い
だ
制
度
を
大
幅
に
合
理
化
す
る
こ
と
で
行

⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱⑲
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政
効
率
を
上
げ
、
財
政
を
好
転
さ
せ
た
。
三
藩
の
乱
の
平
定
後
は
政
権
も
安
定
し
、
清
朝
は
最
盛
期
に
向
か
う
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、
清
朝
は
い
よ
い
よ
確
信
を
も
っ
て
そ
の
正
統
性
を
鼓
吹
し
た
。
康
熙
帝
の
遺
詔
は
、「
古
よ
り
天
下
を
得
る
の

正
し
き
、
我
が
朝
に
如
く
は
な
し
」
と
誇
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
太
祖
・
太
宗
は
元
々
天
下
を
取
る
つ
も
り
は
な
く
、
太
宗
は
か
つ
て

北
京
に
迫
っ
た
時
、
攻
め
取
る
の
は
簡
単
だ
が
明
の
皇
帝
が
「
中
国
の
主
」
で
あ
る
こ
と
を
思
っ
て
取
る
に
忍
び
な
か
っ
た
の
だ
と
す
る
。
後

に
李
自
成
が
明
朝
を
滅
ぼ
し
た
の
で
、
清
朝
は
主
を
失
っ
た
臣
民
に
迎
え
ら
れ
、
賊
を
倒
し
て
「
大
統
」
を
受
け
継
い
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。

　

中
国
の
伝
統
的
な
正
統
論
に
お
い
て
は
、「
正
」
す
な
わ
ち
道
徳
的
な
正
し
さ
と
、「
統
」
す
な
わ
ち
天
下
統
一
の
事
実
が
王
朝
の
正
統
性
を

成
り
立
た
せ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
と
い
う
。
清
朝
は
、「
統
」
に
つ
い
て
は
自
明
と
見
て
い
た
に
違
い
な
い
が
、「
正
」
に
つ
い
て
も
従
来
の

ど
の
王
朝
に
も
勝
っ
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
歴
代
の
王
朝
交
替
は
、
前
朝
の
帝
王
を
武
力
で
打
倒
し
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
譲
位
を
強
要
し

た
も
の
も
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
君
臣
の
義
に
悖
る
と
の
非
難
を
免
れ
な
か
っ
た
。
だ
が
清
朝
は
明
朝
と
君
臣
関
係
に
な
く
、
明
朝
を
滅
ぼ
し

た
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
道
徳
的
に
何
の
問
題
も
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
を
強
調
す
る
の
は
、
中
国
の
外
部
で
成
立
し
た
清
朝
が
中
国
を

支
配
す
る
こ
と
へ
の
疑
義
を
念
頭
に
置
い
て
、
他
な
ら
ぬ
中
国
の
伝
統
的
な
名
分
論
に
基
づ
い
て
正
当
化
す
る
目
的
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

た
だ
し
こ
こ
で
は
、
名
分
に
問
題
が
な
い
の
は
あ
く
ま
で
も
前
提
条
件
で
あ
る
。
清
朝
の
正
統
性
は
、
混
乱
し
た
中
国
の
秩
序
を
回
復
し
て
民

を
救
っ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
民
の
た
め
に
正
し
い
政
道
を
行
っ
て
き
た
と
い
う
事
実
を
拠
り
所
と
し
、
結
果
的
に
天
下
を
平
定
し
た
と
い
う
事

実
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
。
こ
れ
は
中
国
の
伝
統
的
正
統
論
の
文
脈
に
沿
っ
て
解
釈
す
れ
ば
「
統
」
を
正
統
性
の
主
た
る
根
拠
と
し
た
と
言
え

る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
満
洲
人
の
政
治
思
想
の
発
展
の
中
に
お
い
て
見
れ
ば
、
ヌ
ル
ハ
チ
以
来
の
マ
ン
ジ
ュ
国
─
清
朝
の
正
統
観
を
そ
の
ま

ま
引
き
継
い
で
、
新
た
な
成
功
の
事
実
で
補
強
し
た
も
の
と
言
え
る
。

　

と
は
い
え
、
正
統
な
王
朝
で
あ
っ
て
も
、
後
代
の
皇
帝
が
正
し
い
政
道
を
行
わ
な
け
れ
ば
正
統
性
を
失
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
も
入
関
前
の
満

洲
人
が
主
張
し
続
け
た
こ
と
で
あ
り
、
入
関
後
も
当
然
と
さ
れ
た
。
元
々
マ
ン
ジ
ュ
国
─
清
朝
の
政
治
は
、
ハ
ン
─
皇
帝
が
指
導
力
を
発
揮
し

て
動
か
し
て
い
く
体
制
で
あ
っ
た
が
、
康
熙
帝
の
親
政
以
後
、
皇
帝
が
自
ら
の
判
断
で
す
べ
て
の
重
要
な
意
思
決
定
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
責

①
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任
を
も
つ
と
い
う
原
則
が
成
立
し
た
。
三
藩
が
蜂
起
し
た
時
、
撤
藩
を
建
議
し
た
ミ
ン
ジ
ュ
ら
の
責
任
を
問
う
声
が
上
っ
た
の
に
対
し
て
、
康

熙
帝
は
耳
を
貸
さ
な
か
っ
た
。
撤
藩
を
決
め
た
責
任
は
帝
自
身
に
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
康
熙
帝
は
後
に
こ
の
こ
と
を
誇
り
、「
朕
は

国
家
の
政
務
に
お
い
て
、
力
を
尽
く
し
て
追
求
し
、
是
非
の
判
断
は
自
ら
に
任
じ
て
、
臣
下
に
任
せ
た
こ
と
が
な
い
」
と
語
っ
た
。
数
十
年
間

毎
朝
聴
政
を
行
っ
て
、
三
～
四
日
に
一
度
で
も
よ
い
の
で
は
と
い
う
奏
請
を
退
け
、「
内
外
各
衙
門
の
奏
章
は
、
朕
が
皆
一
々
全
覧
し
て
い

る
」
と
い
う
執
務
へ
の
取
り
組
み
は
、
帝
王
は
誰
よ
り
も
勤
勉
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
清
朝
の
伝
統
を
確
固
た
る
も
の
に
し
た
。
そ
の

後
の
皇
帝
た
ち
も
こ
れ
に
倣
い
、
少
な
く
と
も
享
楽
に
耽
っ
て
政
務
を
疎
か
に
し
て
い
る
と
の
謗
り
を
受
け
た
者
は
い
な
い
。

　

康
熙
帝
の
遺
詔
は
そ
の
治
世
に
つ
い
て
、「
三
藩
を
平
定
し
、
漠
北
を
掃
清
す
る
は
、
皆
一
心
の
運
籌
に
出
づ
。
戸
部
の
帑
金
は
用
師
・
賑

飢
に
非
ざ
れ
ば
未
だ
敢
え
て
妄
費
せ
ず
。
こ
れ
皆
小
民
の
脂
膏
な
る
故
を
謂
え
ば
な
り
。
あ
ら
ゆ
る
巡
狩
の
行
宮
は
采
絵
を
施
さ
ず
、
毎
歳
費

や
す
所
は
一
二
万
金
に
過
ぎ
ず
。
こ
れ
を
河
工
の
歳
費
三
百
余
万
と
較
ぶ
れ
ば
、
な
お
百
分
の
一
に
及
ば
ず
」
と
言
う
。
私
生
活
を
質
素
に
し

て
血
税
を
無
駄
遣
い
し
な
か
っ
た
こ
と
を
特
に
強
調
す
る
の
は
、
儒
教
的
な
為
政
者
像
に
適
う
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
建
国
以
来
の
満
洲
王

朝
の
伝
統
に
則
る
も
の
で
も
あ
る
。
康
熙
帝
の
治
世
の
こ
の
総
括
は
、
清
朝
が
善
政
に
よ
っ
て
中
国
の
、
延
い
て
は
天
下
の
支
配
を
安
定
さ
せ

た
と
い
う
事
実
（
清
朝
当
局
に
と
っ
て
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
）
を
誇
示
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
雍
正
帝
の
即
位
後
に
発
覚
し
た
曾
静
の
事
件
は
、
被
支
配
民
と
な
っ
た
漢
人
の
間
で
清
朝
に
対
す
る
反
感
が
な
お
根
強
く
残
っ
て

い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
雍
正
帝
の
対
応
が
、
曾
静
の
反
清
思
想
を
明
文
化
さ
せ
た
上
で
公
然
と
論
破
す
る
こ
と
で
あ
り
、

最
終
的
に
『
大
義
覚
迷
録
』
の
編
纂
・
刊
行
と
し
て
結
実
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。『
大
義
覚
迷
録
』
の
政
治
思
想
に
つ
い
て
は
改

め
て
詳
述
す
る
ま
で
も
な
か
ろ
う
が
、
全
体
を
通
じ
て
最
も
重
要
な
論
点
と
な
っ
て
い
る
の
が
「
華
夷
の
辨
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
実
際
の
と

こ
ろ
、
曾
静
の
所
論
の
う
ち
、
雍
正
帝
の
個
人
的
な
不
徳
義
に
つ
い
て
は
す
べ
て
事
実
無
根
と
し
て
片
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
貧
富
の
差

の
拡
大
や
天
譴
に
よ
る
災
害
の
頻
発
と
い
っ
た
非
難
に
は
、
い
つ
の
時
代
に
も
起
こ
り
得
る
こ
と
で
あ
り
、
清
朝
は
十
分
な
対
策
を
取
っ
て
い

る
と
簡
単
に
反
駁
で
き
た
。
清
朝
の
政
治
に
対
し
て
は
、
反
清
論
者
と
雖
も
大
き
な
欠
点
を
指
摘
で
き
な
か
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
逆
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に
言
え
ば
、
清
朝
の
正
統
性
を
否
定
す
る
根
拠
は
、
夷
狄
が
中
国
を
支
配
す
る
の
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
点
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

い
わ
ゆ
る
華
夷
思
想
は
、
中
華
と
夷
狄
を
区
別
し
て
、
前
者
が
後
者
に
優
越
す
る
と
す
る
考
え
で
あ
り
、
儒
教
的
秩
序
の
観
念
に
深
く
関
わ

る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
華
と
夷
狄
は
そ
も
そ
も
何
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
の
か
、
な
ぜ
夷
狄
は
蔑
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い

う
点
を
突
き
詰
め
れ
ば
、
夷
狄
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
清
朝
を
排
撃
す
る
論
拠
は
強
固
で
な
か
っ
た
。
ま
ず
、
中
華
と
夷
狄
の
違
い
が
出
自
に

よ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
差
別
を
正
当
化
す
る
思
想
は
中
国
に
お
い
て
も
薄
弱
で
あ
っ
た
。「
夷
狄
は
異
類
で
あ
り
禽
獣
も
同
然
で

あ
る
」
と
い
う
曾
静
の
粗
雑
な
言
は
、
人
と
禽
獣
の
違
い
は
心
に
仁
義
を
存
し
て
い
る
か
否
か
で
あ
る
と
い
う
儒
教
の
基
本
的
な
理
念
に
よ
っ

て
一
蹴
さ
れ
た
。
雍
正
帝
は
中
華
と
夷
狄
を
専
ら
出
生
地
に
よ
る
区
分
と
捉
え
、
従
っ
て
華
夷
の
別
は
原
籍
の
違
い
と
変
わ
り
が
な
い
と
言
う
。

『
孟
子
』
に
舜
は
東
夷
の
人
で
あ
り
周
の
文
王
は
西
夷
の
人
で
あ
っ
た
と
言
う
の
は
、
ま
さ
に
夷
狄
と
し
て
生
ま
れ
た
こ
と
が
天
子
と
な
る
の

に
何
の
妨
げ
に
も
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

中
華
と
夷
狄
の
違
い
が
礼
教
の
有
無
に
よ
る
の
で
あ
れ
ば
、
清
朝
は
礼
教
を
護
持
し
て
い
る
と
自
信
を
も
っ
て
主
張
で
き
た
。
す
で
に
述
べ

た
よ
う
に
「
昔
の
聖
な
る
帝
王
ら
」
の
例
に
従
う
と
い
う
趣
旨
か
ら
、
中
国
王
朝
に
範
を
取
っ
た
儀
礼
を
採
用
し
、
儒
学
を
体
制
教
学
と
し
て

科
挙
を
実
施
し
、
皇
帝
以
下
満
洲
人
ら
も
皆
儒
学
を
基
礎
教
養
と
し
た
。
も
ち
ろ
ん
服
装
や
髪
型
と
い
っ
た
生
活
様
式
ま
で
対
象
に
す
れ
ば
、

清
朝
の
礼
教
は
漢
人
知
識
人
の
考
え
る
礼
教
と
一
致
し
な
い
点
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
清
朝
は
元
々
中
国
の
伝
統
で
あ
っ
て
も
不
合
理
な
慣
習
ま

で
模
倣
す
る
こ
と
は
否
定
し
て
い
た
。
ホ
ン
タ
イ
ジ
は
ダ
ハ
イ
ら
が
満
洲
の
衣
冠
を
棄
て
て
漢
人
の
衣
冠
を
採
用
す
る
よ
う
勧
め
た
の
を
、
拒

ん
で
聴
き
入
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
あ
ん
な
大
き
な
袖
の
衣
服
を
着
て
い
た
ら
、
人
に
襲
わ
れ
た
時
、
弓
矢
を
手
に
し
て
い
た
と
し
て
も
防
ぐ

こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
と
い
う
の
で
あ
る
。
雍
正
帝
は
、
元
朝
が
モ
ン
ゴ
ル
の
旧
服
に
依
っ
た
時
よ
り
も
中
国
の
衣
冠
に
改
め
た
後
の
方
が
政

治
は
乱
れ
、
明
朝
は
同
じ
衣
冠
を
用
い
な
が
ら
末
年
に
は
君
臣
が
徳
を
失
い
綱
紀
が
緩
ん
で
滅
亡
に
至
っ
た
こ
と
を
例
に
挙
げ
、「
区
々
た
る

衣
冠
の
制
」
な
ど
「
礼
楽
文
明
」
と
は
何
の
関
わ
り
も
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
言
っ
た
。

　

そ
の
上
で
雍
正
帝
は
、
そ
も
そ
も
華
夷
の
辨
と
い
う
考
え
方
自
体
、
歴
代
の
人
君
が
真
に
天
下
を
一
統
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
生
じ
た
の
だ

⑩

⑪

⑫

23　（287）

清朝の正統観（谷井）



と
述
べ
る
。
明
朝
は
元
末
の
「
奸
民
起
事
」
を
恐
れ
る
あ
ま
り
百
姓
に
猜
疑
心
を
懐
き
、
モ
ン
ゴ
ル
を
従
え
る
威
徳
が
な
か
っ
た
た
め
に
そ
の

侵
入
を
恐
れ
、
中
外
と
も
に
一
体
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
だ
が
、
清
朝
は
モ
ン
ゴ
ル
と
中
国
を
一
統
し
、
東
南
極
辺
の
蛮
夷
ま
で

併
せ
て
未
曾
有
の
版
図
を
実
現
し
た
た
め
、
中
外
・
華
夷
を
区
別
す
る
必
要
な
ど
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
元
々
華
夷
思
想
に
は
夷
狄

を
教
化
し
て
中
華
に
取
り
込
も
う
と
い
う
包
摂
的
な
面
も
あ
り
、
夷
狄
か
ら
出
た
帝
王
が
中
華
の
礼
教
を
奉
じ
て
天
下
に
君
臨
す
る
こ
と
は
、

華
夷
思
想
に
基
づ
い
て
も
決
し
て
無
理
な
主
張
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
中
華
の
文
明
が
普
遍
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
す
れ
ば
、
夷
狄
を
そ
の
出

自
に
よ
っ
て
差
別
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
も
あ
り
得
る
。
雍
正
帝
は
、
夷
狄
の
出
自
を
理
由
に
清
朝
を
排
撃
す
る
無
意
味
さ
を
指
摘
す

る
と
と
も
に
、
清
朝
が
そ
の
成
果
に
照
ら
し
て
中
華
の
出
自
を
誇
る
明
朝
よ
り
中
華
の
帝
王
に
相
応
し
い
こ
と
を
主
張
し
た
。

　

雍
正
帝
は
、
漢
人
の
間
に
反
清
思
想
が
残
っ
て
い
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
と
し
て
も
、
思
想
そ
の
も
の
に
は
お
そ
ら
く
脅
威
を
感
じ
て
い

な
か
っ
た
。
曾
静
の
事
件
に
関
わ
る
文
書
を
編
纂
し
て
『
大
義
覚
迷
録
』
と
し
て
刊
行
し
、「
天
下
各
府
州
県
の
遠
郷
・
僻
壌
ま
で
通
行
・
頒

布
し
、
読
書
士
子
お
よ
び
郷
曲
の
小
民
に
共
に
知
ら
し
め
」、
学
校
に
も
各
一
冊
を
置
い
て
「
将
来
の
後
学
新
進
の
士
」
に
必
ず
読
ま
せ
る
こ

と
を
命
じ
た
の
は
、
清
朝
の
正
統
性
が
十
分
な
説
得
力
を
も
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
自
信
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。
天
子
と
な
る
に
は
出
自
を

問
わ
れ
な
い
、
歴
代
清
朝
皇
帝
は
天
下
万
民
の
た
め
に
尽
く
し
て
き
た
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
中
外
一
統
は
そ
れ
自
体
が
清
朝
の
正
統
性
を
示

し
て
い
る
と
い
っ
た
所
説
は
、
雍
正
帝
個
人
の
思
想
と
い
う
よ
り
、
ヌ
ル
ハ
チ
以
来
五
世
代
に
わ
た
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
清
朝
の
正
統
観
の
集

大
成
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
す
べ
て
の
臣
民
に
熟
知
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
の
は
、
天
下
を
支
配
す
る
正
統
性
を
主
張
し
続
け
て
き
た
建
国
以
来
の

伝
統
に
適
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

し
か
し
、
乾
隆
帝
に
代
替
わ
り
し
た
直
後
に
、
雍
正
帝
が
放
免
し
た
曾
静
は
処
刑
さ
れ
、『
大
義
覚
迷
録
』
は
回
収
の
上
、
禁
書
と
さ
れ
て

し
ま
う
。
雍
正
帝
が
清
朝
の
正
統
性
を
公
然
と
議
論
の
対
象
と
し
た
の
に
対
し
て
、
乾
隆
帝
は
正
統
性
を
問
題
に
す
る
こ
と
自
体
を
禁
じ
た
の

で
あ
る
。
乾
隆
帝
は
こ
の
問
題
に
止
ま
ら
ず
臣
民
の
積
極
的
な
言
論
全
般
を
強
権
的
に
抑
圧
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
政
策
転
換
も

乾
隆
朝
の
思
想
統
制
の
一
環
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
と
も
か
く
こ
こ
で
清
朝
の
正
統
性
に
関
す
る
議
論
は
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
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も
と
よ
り
乾
隆
朝
に
お
い
て
も
、
清
朝
の
正
統
性
の
称
揚
・
鼓
吹
は
大
々
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
特
に
ジ
ュ
ン
ガ
ル
を
倒
し
回
部
を
平
定
し

て
最
大
版
図
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
主
張
は
さ
ら
に
強
固
な
も
の
と
な
っ
た
。
乾
隆
帝
に
よ
れ
ば
、
古
よ
り
中
国
王
朝
は
夷
狄
の

侵
略
を
恐
れ
、
夷
狄
を
征
伐
し
て
は
民
力
を
損
な
い
、
夷
狄
と
和
睦
し
て
は
国
威
を
喪
っ
た
た
め
、
夷
狄
と
の
間
に
隔
た
り
を
置
く
議
論
が
生

じ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
「
漢
・
唐
・
宋
・
明
の
中
夏
を
も
っ
て
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
我
が
皇
清
の
中
夏
を
言
う
も
の
で
は
な
い
」。
清
朝
こ

そ
真
に
天
下
を
一
統
し
た
偉
大
な
中
華
王
朝
で
あ
り
、
夷
狄
と
の
間
に
線
引
き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
漢
人
の
中
華
王
朝
を
超
え
る
と

い
う
主
張
は
、『
大
義
覚
迷
録
』
と
同
じ
趣
旨
で
は
あ
る
が
、
も
は
や
臣
民
を
説
得
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
は
な
い
。「
お
よ
そ
天
の
尽
く
覆
う
と

こ
ろ
は
、
我
が
皇
清
に
自
然
に
治
ま
ら
せ
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
（
俾
我
皇
清
罔
不
在
宥
）」
と
い
う
こ
と
が
、
当
然
受
け
容
れ
る
べ
き
事
実
と

し
て
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
元
々
清
朝
の
正
統
論
は
、
既
存
の
権
威
に
安
住
し
て
い
た
明
朝
に
対
抗
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
た

が
、
今
や
清
朝
自
身
が
批
判
を
受
け
つ
け
な
い
既
存
の
権
威
と
化
し
た
の
で
あ
る
。

『
聖
祖
実
録
』
康
熙
六
十
一
年
十
一
月
甲
午
。

中
国
の
伝
統
的
正
統
論
に
お
け
る
「
統
」
の
観
念
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
清
朝
の

「
大
一
統
」
論
に
つ
い
て
は
、
楊
念
群
「〝
天
命
〟
如
何
転
移
：
清
朝
〝
大
一

統
〟
観
再
詮
釈
」（『
清
華
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）』
二
〇
二
〇
年
六
期
）、

滝
野
邦
雄
「
政
治
思
想
史
か
ら
見
た
清
朝
前
期
の
正
統
論
」（
和
歌
山
大
学
経
済

学
会
『
経
済
理
論
』
四
一
二
、
二
〇
二
三
年
）
な
ど
が
論
じ
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
三
〇
三
～
三
四
三
頁
に
述
べ
る
。

『
聖
祖
実
録
』
康
熙
二
十
九
年
正
月
辛
丑
。
後
年
、「
朕
之
生
平
、
豈
有
一
事
推

諉
臣
下
者
乎
」
と
も
述
べ
て
い
る
（
同
康
熙
四
十
五
年
三
月
丙
寅
）。

『
聖
祖
実
録
』
康
熙
三
十
二
年
十
二
月
癸
酉
、
四
十
六
年
十
二
月
戊
戌
。

ヌ
ル
ハ
チ
は
毎
日
二
～
三
回
寝
る
と
言
っ
て
臥
し
、
実
は
そ
の
間
に
臣
下
の
た

め
に
す
べ
き
こ
と
を
考
え
て
、
起
き
る
と
あ
れ
こ
れ
具
体
的
な
指
示
を
出
し
た
と

い
い
（『
満
文
老
檔
』
太
祖
六
五
～
六
六
頁
〔『
満
文
原
檔
』
一
冊
一
三
八
～
一
三

九
頁
〕）、
ホ
ン
タ
イ
ジ
は
裁
判
や
国
事
の
処
理
、
属
下
に
財
物
・
飲
食
を
与
え
る

こ
と
に
「
倦
む
を
知
ら
な
い
」
と
さ
れ
る
（『
旧
満
洲
檔　
天
聡
九
年
』
七
頁
〔『
満

文
原
檔
』
九
冊
八
頁
〕）
な
ど
、
勤
勉
な
姿
に
描
か
れ
て
い
る
。

入
関
前
に
お
け
る
倹
約
の
重
視
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
一
二
二
～
一
二
三
頁

に
述
べ
る
。
な
お
、
楊
念
群
序
言
註
⑤
所
引
論
文
は
、
満
洲
国
家
が
節
倹
を
重
ん

じ
て
き
た
と
い
う
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
言
葉
が
『
無
圏
点
老
檔
』
に
見
え
な
い
こ
と
か

ら
「
入
関
前
の
満
人
は
自
身
が
〝
節
倹
〟
と
い
う
特
質
を
も
っ
て
い
る
と
は
全
く

意
識
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
し
、
後
世
に
な
っ
て
漢
人
文
化
に
対
抗
す
る
た
め
強

調
し
た
と
す
る
が
（
三
六
頁
）、
具
体
的
な
倹
約
の
逸
話
や
倹
約
を
命
じ
た
言
葉

は
初
期
の
満
文
檔
案
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
初
期
の
研
究
と
し
て
小
野
川
秀
美
「
雍
正
帝
と
大
義

覚
迷
録
」（『
東
洋
史
研
究
』
一
六
─
四
、
一
九
五
八
年
）
な
ど
が
あ
る
が
、
清
朝

の
正
統
観
を
論
じ
る
研
究
で
は
必
ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
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『
大
義
覚
迷
録
』
巻
一
・
第
二
の
上
諭
。

同
右
。

『
満
文
老
檔
』
太
宗
一
四
四
〇
頁
〔『
満
文
原
檔
』
十
冊
六
四
八
～
六
四
九
頁
〕。

『
大
義
覚
迷
録
』
巻
二
・
奉
旨
訊
問
曾
静
口
供
二
十
四
条
中
の
第
十
六
条
。

『
大
義
覚
迷
録
』
巻
二
・
奉
旨
訊
問
曾
静
口
供
二
十
四
条
中
の
第
二
十
条
。

日
原
利
国
「
華
夷
観
念
の
変
容
」（『
哲
学
研
究
』
四
七
─
八
、
一
九
八
四
年
）

は
「
中
国
文
化
の
卓
越
を
認
め
、
そ
れ
を
教
養
と
し
て
学
び
、
王
道
思
想
の
実
現

に
努
め
る
な
ら
ば
、
た
と
い
夷
狄
で
も
華
夏
と
し
て
遇
さ
れ
る
の
は
、
上
古
か
ら

の
伝
統
で
さ
え
あ
る
（
二
〇
八
頁
）」
と
す
る
。
本
章
註
②
所
引
の
両
論
文
も
、

極
端
な
攘
夷
思
想
が
流
行
す
る
の
は
宋
代
・
明
代
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

『
大
義
覚
迷
録
』
巻
一
・
巻
頭
の
上
諭
（『
世
宗
実
録
』
雍
正
七
年
九
月
癸
未
に

一
部
省
略
し
て
載
録
）。

『
高
宗
実
録
』
雍
正
十
三
年
十
月
癸
酉
、
甲
申
、
十
二
月
甲
申
。

井
上
進
『
明
清
学
術
変
遷
史
─
出
版
と
伝
統
学
術
の
臨
界
点
』（
平
凡
社
、
二

〇
一
一
年
）
三
四
八
～
三
五
五
頁
。

「
御
製
平
定
準
噶
爾
告
成
太
学
碑
文
」（『
高
宗
実
録
』
乾
隆
二
十
年
十
月
戊
午

所
載
）。

「
御
製
平
定
準
噶
爾
勒
銘
伊
犂
碑
文
」（『
高
宗
実
録
』
乾
隆
二
十
年
十
月
戊
午

所
載
）。

四　

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
圏
の
正
統
観
と
清
朝

　

前
章
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
清
朝
の
正
統
性
に
関
わ
る
主
張
は
、
時
代
が
下
る
ほ
ど
に
中
国
の
伝
統
的
知
識
体
系
に
沿
っ
て
論
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
康
熙
朝
以
降
は
皇
帝
以
下
満
洲
人
が
み
な
漢
語
を
修
得
し
（
し
か
も
次
第
に
第
一
言
語
と
化
し
）、
儒
学
を
中
心
と
す

る
古
典
教
育
を
受
け
て
基
礎
教
養
と
し
た
の
で
、
当
然
な
が
ら
思
考
や
表
現
の
形
態
も
中
国
の
伝
統
的
世
界
観
・
価
値
観
に
沿
う
も
の
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
皇
帝
を
始
め
と
す
る
清
朝
当
局
は
、
お
そ
ら
く
特
定
の
知
識
体
系
に
拠
っ
て
い
る
と
い
う
自
覚
は
な
く
、
普
遍
的
論
理
に
基
づ

い
て
正
統
性
を
主
張
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
ろ
う
。『
元
朝
秘
史
』
の
冒
頭
に
も
あ
る
よ
う
に
、「
上
天
の
命
に
よ
っ
て
」
偉
大
な
支
配
者

が
生
ま
れ
る
と
い
う
思
想
は
モ
ン
ゴ
ル
の
伝
統
に
も
あ
っ
た
。
前
掲
の
外
藩
モ
ン
ゴ
ル
諸
王
の
言
（
本
稿
14
～
15
頁
）
は
、
天
命
が
才
徳
あ
る

者
に
移
る
と
い
う
思
想
も
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
い
て
、
天
命
を
受
け
た
天
下
の
支
配
者
と
い
う
概

念
は
概
ね
広
く
認
識
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
何
を
も
っ
て
天
に
認
め
ら
れ
る
の
か
、
天
下
の
支
配
者
の
あ
る
べ
き
姿
、
な
す
べ

き
務
め
は
何
か
と
い
っ
た
具
体
的
な
点
に
な
る
と
、
知
識
体
系
の
異
な
る
モ
ン
ゴ
ル
で
は
清
朝
の
見
解
と
差
異
が
生
じ
た
。
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そ
も
そ
も
外
藩
モ
ン
ゴ
ル
の
服
属
は
、
清
朝
の
正
統
性
を
積
極
的
に
認
め
た
と
い
う
よ
り
、
政
治
力
・
軍
事
力
に
服
し
た
結
果
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
十
七
世
紀
の
モ
ン
ゴ
ル
知
識
人
の
手
に
成
る
『
蒙
古
源
流
』
に
よ
れ
ば
、
内
モ
ン
ゴ
ル
諸
首
長
は
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
「
威
と
力auɤ-a 

kücün
」
が
増
し
た
末
に
降
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
時
期
に
は
モ
ン
ゴ
ル
の
伝
統
的
な
正
統
観
も
力
を
失
っ
て
い
た
た
め
、
満
洲
に
服

属
す
る
こ
と
自
体
へ
の
抵
抗
は
強
く
な
か
っ
た
。
ホ
ン
タ
イ
ジ
に
臣
従
す
る
に
際
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
の
支
配
者
の
資
格
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
て

き
た
チ
ン
ギ
ス=
ハ
ー
ン
の
子
孫
の
血
統
や
、
八
白
室
の
前
で
の
集
会
と
い
っ
た
儀
礼
的
手
続
き
が
問
題
に
な
っ
た
形
跡
は
一
切
な
い
。
チ

ャ
ハ
ル
の
ブ
ル
ニ
が
三
藩
の
乱
に
乗
じ
て
挙
兵
し
た
時
、
外
藩
モ
ン
ゴ
ル
の
大
部
分
が
従
わ
ず
、
む
し
ろ
逸
早
く
清
朝
に
通
報
し
た
の
は
、
血

統
に
よ
る
正
統
性
が
も
は
や
意
味
を
も
た
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

　

一
方
で
、
十
六
世
紀
後
半
以
降
の
モ
ン
ゴ
ル
で
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
影
響
力
が
増
し
、
ア
ル
タ
ン=

ハ
ー
ン
以
来
、
世
俗
の
支
配
者
は
仏

教
保
護
を
重
要
な
務
め
と
み
な
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
満
洲
人
と
は
異
な
り
、
モ
ン
ゴ
ル
人
は
儒
学
を
中
心
と
す
る
中
国
の
古
典
を
学
ぼ
う

と
せ
ず
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
教
え
を
基
礎
教
養
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
の
世
界
観
・
価
値
観
は
自
然
に
仏
教
の
枠
組
み
に
従
い
、
仏
教
的

な
言
語
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
ア
ル
タ
ン=

ハ
ー
ン
伝
』
は
、
ア
ル
タ
ン
が
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
帰
依
し
「
大
オ
ル
ス
全
体
」
に
広
め

た
経
緯
を
記
す
の
に
全
体
の
三
分
の
二
を
費
や
す
。
彼
は
「
生
ご
と
に
福
徳
の
資
糧
を
積
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
最
も
尊
い
ハ
ー
ン
と
し
て
生
ま

れ
た
」
と
言
わ
れ
、
ダ
ラ
イ=

ラ
マ
と
「
諸
前
生
ご
と
に
…
…
め
ぐ
り
あ
っ
て
応
供
僧
と
施
主
と
な
り
あ
い
、
殊
勝
な
仏
の
教
え
を
何
度
も

広
め
た
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
ア
ル
タ
ン
が
「
最
も
尊
い
ハ
ー
ン
」
と
な
っ
た
の
は
、
前
生
か
ら
仏
教
を
普
及
さ
せ
る
功
徳
を

重
ね
て
き
た
た
め
と
さ
れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
『
ア
ル
タ
ン=
ハ
ー
ン
伝
』
は
彼
が
「
黄
金
の
一
族
」
の
出
身
で
ダ
ヤ
ン=

ハ
ー
ン
の
孫
で

あ
り
、
武
功
を
積
ん
で
、「
聖
主
の
白
室
」
の
前
に
会
し
た
六
ト
ゥ
メ
ン
か
ら
ハ
ー
ン
号
を
受
け
た
こ
と
も
記
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
う
し
た

出
生
ま
で
含
む
正
統
性
の
由
来
と
し
て
、
仏
教
的
な
功
徳
の
蓄
積
が
あ
っ
た
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

モ
ン
ゴ
ル
の
知
識
人
は
、
清
朝
皇
帝
に
つ
い
て
も
同
じ
く
仏
教
的
観
点
か
ら
描
い
て
い
る
。『
蒙
古
源
流
』
は
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
に
関
す
る
記

述
の
約
三
分
の
一
を
パ
ン
チ
ェ
ン=

ラ
マ
と
ダ
ラ
イ=

ラ
マ
の
使
者
を
迎
え
た
こ
と
に
当
て
る
。
内
モ
ン
ゴ
ル
を
平
定
し
た
ホ
ン
タ
イ
ジ
に
、
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二
人
の
聖
ラ
マ
が
書
簡
を
送
っ
て
「
全
て
の
大
い
な
る
国
人
を
宗
教
と
政
道
に
よ
っ
て
養
え
ば
、
ハ
ー
ン
と
言
わ
れ
た
こ
と
の
益
は
こ
れ
で
あ

る
」
と
告
げ
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
は
こ
れ
に
応
え
て
二
人
に
無
数
の
財
貨
を
送
り
、
仏
教
を
広
め
る
こ
と
を
約
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
外
モ
ン
ゴ

ル
の
ハ
ル
ハ
が
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
ガ
ル
ダ
ン
に
攻
め
込
ま
れ
、
助
け
を
求
め
て
清
朝
に
服
属
し
た
時
、
ト
ゥ
シ
ェ
ト=

ハ
ン
と
と
も
に
康
熙
帝

に
謁
見
し
た
ジ
ェ
プ
ツ
ン
ダ
ム
バ=

ホ
ト
ク
ト
は
、「
仁
徳
高
峻
に
し
て
群
生
を
養
育
し
、
弘
く
利
益
を
施
す
者
、
こ
れ
を
仏
と
謂
う
」
と
し

た
上
で
、
康
熙
帝
を
「
活
仏
」
と
呼
ん
だ
。
ガ
ル
ダ
ン
も
、「
聖
主
（
康
熙
帝
）
は
即
ち
仏
天fucihi abka

で
あ
る
ぞ
」
と
言
っ
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
基
づ
く
政
治
思
想
は
、
皇
帝
を
始
め
と
す
る
満
洲
人
に
は
全
く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
見
ら
れ
な
い
。
清
朝
皇
帝

は
概
ね
仏
教
を
信
仰
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
も
の
の
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
と
は
限
ら
ず
（
そ
も
そ
も
満
洲
人
に
最
初
に
伝
わ
っ
た
の
は
中
国
仏
教
だ
と

い
う
指
摘
も
あ
る
）、
熱
意
に
も
差
が
あ
っ
た
。
順
治
帝
と
雍
正
帝
は
熱
心
な
仏
教
信
者
で
あ
っ
た
が
、
両
者
と
も
好
ん
だ
の
は
禅
で
あ
っ
た
。

順
治
帝
は
多
く
の
禅
僧
を
招
い
て
参
禅
に
勤
し
み
、
雍
正
帝
は
自
ら
説
法
を
行
っ
て
『
御
製
語
録
』
を
著
し
て
さ
え
お
り
、
文
覚
と
い
う
禅
僧

を
重
ん
じ
て
機
密
に
参
与
さ
せ
て
い
た
と
も
言
わ
れ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
中
国
仏
教
に
基
づ
く
政
治
を
行
う
意
思
が
あ
っ
た
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
雍
正
帝
自
身
は
「
釈
老
の
教
え
」
に
つ
い
て
、「
心
性
本
根
お
よ
び
善
悪
感
応
の
論
に
至
っ
て
は
、
人
の
身
心
に
補
う
と
こ
ろ
が

な
い
と
言
う
べ
き
で
は
な
い
が
、
し
か
し
天
下
を
治
め
る
道
に
お
い
て
は
実
に
裨
益
が
な
い
」
と
明
言
し
て
い
る
。
仏
教
は
（
道
教
も
）
個
人

の
内
面
的
修
養
に
関
わ
る
教
え
で
あ
り
、
政
治
と
は
無
関
係
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
政
治
と
無
関
係
と
い
う
の
は
、
清
朝
が
国
家
と
し
て
仏
教

に
関
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
歴
代
中
国
王
朝
は
概
ね
そ
う
で
あ
る
が
、
清
朝
は
仏
教
も
道
教
も
公
認
し
、
僧
尼
や
道
士
に
度
牒
を

与
え
、
勅
許
に
よ
っ
て
寺
廟
の
建
設
を
行
っ
て
い
る
。
内
面
的
陶
冶
や
救
済
に
関
わ
る
有
益
な
教
え
と
し
て
保
護
す
る
政
策
は
取
る
が
、
仏
教

を
政
治
的
権
威
の
拠
り
所
と
は
せ
ず
、
仏
教
に
基
づ
く
政
治
を
行
お
う
と
は
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

石
濱
裕
美
子
は
満
洲
人
が
「
仏
教
政
治
」、
具
体
的
に
は
「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
教
え
に
基
づ
く
政
治
」
と
い
う
思
想
を
チ
ベ
ッ
ト
人
や
モ
ン
ゴ

ル
人
と
共
有
し
、「
王
権
の
あ
る
べ
き
姿
」
と
し
て
い
た
と
す
る
が
、
従
い
難
い
。
石
濱
説
の
論
拠
は
、
満
洲
語
「doro šajin

」
が
モ
ン
ゴ
ル

語
「törü śasin

」
と
逐
語
対
応
し
、「
仏
教
政
治
」
と
い
う
同
じ
意
味
内
容
を
も
つ
と
す
る
一
点
に
か
か
っ
て
い
る
。
満
洲
語
「doro

」
は
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「
政
道
」「
道
」
な
ど
を
意
味
す
る
頻
出
語
で
あ
り
、「šajin

」
は
元
々
世
俗
的
な
「
法
度
」
の
意
味
で
、
同
義
語
の
「fafun

」
と
並
用
さ
れ

て
い
た
。
崇
德
元
年
（
一
六
三
六
）
六
月
に
「šajin

」
と
い
う
の
は
「
仏
法fucihi šajin

」
の
こ
と
だ
と
し
て
公
文
書
中
の
「
法
度
」
は
「fa-

fun

」
に
統
一
さ
れ
た
が
、「šajin

」
が
専
ら
仏
法
を
指
す
と
い
う
認
識
は
定
着
せ
ず
、
康
熙
二
十
二
年
（
一
六
八
三
）
刊
『
大
清
全
書
』
で
は

「šajin

」
は
「
禁
約
法
度
之
説
」
と
さ
れ
、
康
熙
四
十
七
年
（
一
七
〇
八
）
刊
『
御
製
清
文
鑑
』
で
も
「
即
ちfafun

と
い
う
言
葉
。fafun 

šajin

と
連
ね
て
言
う
」
と
さ
れ
て
い
る
。
二
語
を
合
わ
せ
た
「doro šajin

」
は
初
期
の
満
文
史
料
か
ら
用
例
が
見
え
、
本
稿
7
頁
で
も
引
用

し
た
史
料
の
ほ
か
、
ヌ
ル
ハ
チ
の
言
葉
と
し
て
「
我
が
国
が
用
い
る
政
道
・
法
度doro šajin

は
、
罪
の
是
非
を
正
し
く
断
じ
る
。
下
の
者
か

ら
財
貨
を
取
ら
な
い
。
心
が
正
し
く
良
い
者
を
見
て
陞
せ
る
。
邪
悪
で
罪
を
偏
っ
て
断
じ
る
、
財
貨
に
貪
欲
な
者
を
降
す
」、
ま
た
「
我
ら
が

元
来
暮
ら
し
た
条
理
は
、
諸
王
・
諸
大
臣
に
下
の
者
か
ら
財
貨
を
取
ら
せ
ず
、
貧
富
皆
均
し
く
男
を
数
え
て
、
男
二
十
人
に
一
人
を
兵
に
立
た

せ
る
。
…
…
こ
の
よ
う
に
様
々
な
政
道
・
法
度doro šajin

が
明
ら
か
な
の
で
、
天
は
我
を
愛
し
む
」
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
全
く
世
俗
的
か

つ
実
務
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

石
濱
説
が
こ
の
「doro šajin

」
を
敢
え
て
「
仏
教
政
治
」
と
す
る
史
料
的
根
拠
は
、
一
点
を
除
い
て
す
べ
て
満
文
版
『
親
征
平
定
朔
漠
要

略
』
か
ら
取
ら
れ
て
お
り
、
挙
げ
ら
れ
た
例
を
見
る
限
り
、「
仏
教
政
治
」
と
い
う
訳
語
の
適
否
は
と
も
か
く
、
確
か
に
仏
教
的
な
意
味
合
い

を
も
つ
も
の
が
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
用
例
は
す
べ
て
清
朝
と
ガ
ル
ダ
ン
の
交
渉
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
（
発
言
者
も
モ
ン
ゴ
ル
人
が

多
い
）
の
で
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
考
え
る
「doro šajin

」
の
意
味
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
し
、「doro šajin

」
を
単
に
中
立
的
な

「
政
道
・
法
度
」
或
い
は
も
っ
と
広
義
の
「
道
・
法
」
と
解
し
て
通
じ
な
い
用
例
は
一
つ
も
な
い
。
逆
に
、
文
脈
か
ら
見
て
仏
教
と
は
無
関
係

と
言
う
べ
き
用
例
も
少
な
く
な
い
。
裕
親
王
か
ら
ガ
ル
ダ
ン
側
に
送
っ
た
一
書
簡
に
は
「
聖
主
が
特
に
我
ら
をdoro šajin

を
永
く
議
定
す
る

よ
う
遣
わ
し
た
」
と
あ
る
が
、
議
定
す
べ
き
内
容
に
つ
い
て
は
「
ト
ゥ
シ
ェ
ト=
ハ
ン
と
ジ
ェ
ブ
ツ
ン
ダ
ム
バ
〔
の
身
柄
〕
を
出
し
て
与
え

る
べ
き
か
否
か
の
所
を
、
互
い
に
名
望
あ
る
良
い
大
臣
ら
に
言
い
つ
け
て
議
定
し
た
い
」「
ま
た
ボ
シ
ョ
ク
ト=

ハ
ン
（
ガ
ル
ダ
ン
）
は
我
ら
の

土
地
を
侵
し
て
い
な
い
と
何
回
も
言
っ
た
の
に
、
…
…
先
に
言
っ
た
言
葉
に
違
背
し
た
ぞ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
石
濱
説
の
史
料
的
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根
拠
か
ら
は
、
清
朝
が
モ
ン
ゴ
ル
人
の
「doro šajin

」
は
仏
教
的
色
彩
が
強
い
と
知
っ
て
い
た
と
は
言
え
て
も
、「doro šajin

」
自
体
が

「
仏
教
政
治
」
を
意
味
す
る
と
考
え
て
い
た
と
は
言
え
な
い
。
ま
し
て
、「doro šajin

」
と
い
う
語
を
使
用
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
「
仏
教

政
治
」
と
い
う
理
念
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　

乾
隆
帝
の
仏
教
に
対
す
る
姿
勢
も
、
基
本
的
に
そ
れ
以
前
の
清
朝
皇
帝
と
同
じ
方
針
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
乾
隆
帝
は
自
ら
チ
ベ
ッ
ト
語

を
学
ぶ
ほ
ど
熱
心
に
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
修
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
（
こ
れ
は
清
朝
皇
帝
と
し
て
は
も
と
よ
り
満
洲
知
識
人
と
し
て
も
珍
し
い
例
で
あ

る
）、
こ
れ
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
教
え
に
全
面
的
に
帰
依
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
乾
隆
五
十
八
年
（
一
七
九
三
）、
帝
は
長
年

に
亘
っ
て
「
蒙
古
及
び
西
番
字
の
経
典
を
誦
習
」
し
、「
深
く
真
詮
を
識
る
」
に
至
っ
た
結
果
と
し
て
、
フ
ビ
ル
ガ
ン
（
転
生
化
身
）
の
思
想
を

否
定
す
る
見
解
を
示
し
た
。
仏
法
は
虚
寂
を
宗
と
し
、
来
る
こ
と
も
な
く
去
る
こ
と
も
な
い
。
だ
か
ら
釈
迦
は
涅
槃
の
後
に
世
に
出
る
こ
と
も

な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
黄
教
（
ゲ
ル
ク
派
）
を
開
い
た
ツ
ォ
ン
カ
パ
も
フ
ビ
ル
ガ
ン
を
出
し
て
は
い
な
い
。
ダ
ラ
イ=

ラ
マ
と
パ
ン
チ
ェ
ン=

エ
ル
デ
ニ
と
い
う
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
二
大
弟
子
に
至
っ
て
初
め
て
転
生
化
身
を
出
す
よ
う
に
な
り
、
従
前
の
五
人
の
ダ
ラ
イ=

ラ
マ
と
先
代
の

パ
ン
チ
ェ
ン=

エ
ル
デ
ニ
は
「
経
典
を
諳
習
し
て
或
い
は
な
お
能
く
真
慧
を
具
有
」
し
た
が
、
現
在
の
ダ
ラ
イ=

ラ
マ
は
経
巻
を
学
び
始
め

た
ば
か
り
の
若
輩
者
で
、「
上
乗
（
大
乗
）
に
直
参
し
一
切
を
先
知
」
し
て
い
る
は
ず
が
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
乾
隆
帝
に
と
っ
て
、
チ
ベ

ッ
ト
仏
教
は
有
益
な
教
え
で
は
あ
っ
て
も
不
動
の
権
威
で
は
な
か
っ
た
。
雍
正
帝
も
乾
隆
帝
も
自
ら
公
然
と
仏
教
を
信
仰
し
、
高
僧
を
手
厚
く

遇
し
た
が
、
臣
民
に
は
仏
教
信
仰
を
奨
励
さ
え
し
て
い
な
い
。
管
見
の
限
り
、
清
朝
皇
帝
が
広
く
臣
民
に
向
か
っ
て
仏
教
に
帰
依
す
る
よ
う
呼

び
か
け
た
と
い
う
記
録
は
皆
無
で
あ
る
。
儒
教
的
道
徳
に
基
づ
く
『
聖
諭
広
訓
』
を
公
布
し
て
民
を
教
化
し
よ
う
と
し
た
よ
う
に
、
仏
教
の
教

え
に
基
づ
い
て
民
を
導
こ
う
と
し
た
試
み
も
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
は
、
清
朝
と
仏
教
の
関
係
を
考
察
す
る
上
で
見
過
ご
し
て
は
な
る
ま
い
。

　

清
朝
の
仏
教
に
対
す
る
こ
う
し
た
方
針
は
、
建
国
当
初
に
ま
で
遡
る
。
ヌ
ル
ハ
チ
は
仏
教
の
教
え
に
親
し
ん
で
は
お
り
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
も
寺

院
を
建
立
す
る
な
ど
仏
教
を
保
護
し
て
は
い
る
が
、
積
極
的
に
仏
教
を
称
揚
し
た
り
広
め
よ
う
と
し
た
り
し
た
言
動
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
む

し
ろ
、
仏
教
が
社
会
に
与
え
る
悪
影
響
を
警
戒
し
、
対
策
を
講
じ
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
ま
ず
僧
侶
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
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て
生
産
人
口
が
減
る
こ
と
を
嫌
っ
た
。
ヌ
ル
ハ
チ
は
遼
東
地
方
を
占
領
し
た
後
、「
乞
食
に
も
和
尚hûw

ašan

に
も
皆
田
地
を
与
え
る
。
各
々

田
地
を
勤
め
耕
作
せ
よ
」
と
布
告
し
た
よ
う
に
、
僧
侶
を
非
生
産
人
口
と
し
て
意
識
し
て
お
り
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
は
「
公
課
を
避
け
て
和
尚
に
な

っ
た
」
者
や
妄
り
に
寺
廟
を
建
て
る
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
憂
慮
し
て
、「
上
の
旨
な
く
勝
手
に
ラ
マ
・
和
尚
に
な
っ
た
り
、
寺
廟
を
建
て

た
り
」
し
た
者
を
罪
に
当
て
る
と
定
め
て
い
る
。

　

ホ
ン
タ
イ
ジ
は
モ
ン
ゴ
ル
人
が
僧
侶
を
盲
信
し
て
い
る
と
考
え
、
そ
の
風
潮
が
広
ま
る
の
を
防
ご
う
と
し
た
。
彼
は
衆
人
に
向
か
っ
て
、

「
モ
ン
ゴ
ル
人
ら
は
ラ
マ
の
言
葉
を
大
い
に
信
じ
て
、
財
貨
・
家
畜
を
浪
費
し
与
え
て
罪
を
除
け
よ
、
魂
を
良
い
所
に
転
生
さ
せ
よ
と
ヨ
ド
ル

を
引
か
せ
経
を
読
み
上
げ
さ
せ
る
が
、
そ
れ
よ
り
馬
鹿
げ
た
こ
と
は
な
い
」
と
言
っ
た
。
彼
は
僧
侶
と
い
う
も
の
は
放
っ
て
お
け
ば
す
ぐ
堕
落

す
る
と
思
っ
て
い
た
ら
し
く
、
朝
鮮
親
征
の
帰
り
に
立
ち
寄
っ
た
迎
水
寺
で
は
、
衆
僧
に
対
し
て
「
空
し
く
口
先
で
阿
弥
陀
仏
と
唱
え
〔
て

も
〕、
悪
逆
を
行
い
、
正
道
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
何
の
益
が
あ
ろ
う
」
と
説
諭
し
て
い
る
。
す
で
に
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
浸
透
が
進
ん

だ
外
藩
モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
僧
侶
の
腐
敗
を
「
我
が
正
さ
な
け
れ
ば
、
誰
が
正
す
」
と
言
っ
て
、
過
剰
に
集
め
た
徒
弟
を
整
理
さ
せ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
統
制
策
は
必
ず
し
も
仏
教
保
護
と
矛
盾
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
僧
侶
の
腐
敗
を
憎
む
の
は
真
面
目
な
信
仰
を
守
る
た
め
と
も
言
え

よ
う
。
だ
が
、
そ
も
そ
も
仏
教
の
普
及
を
図
る
言
説
が
皆
無
に
近
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
仏
教
の
繁
栄
よ
り
も
仏
教
に
よ
る
弊
害
を
防
ぐ
方
を

重
ん
じ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
政
策
方
針
と
の
因
果
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
皇
帝
の
近
親
を
始
め
と
し
て
有
力
旗
人
の
出
家
者
は

ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
仏
教
的
素
養
が
旗
人
社
会
で
重
ん
じ
ら
れ
た
形
跡
も
な
い
。
満
洲
に
お
け
る
仏
教
は
、
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
ほ

ど
大
き
な
社
会
的
影
響
力
を
も
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
ホ
ン
タ
イ
ジ
が
ダ
ラ
イ=

ラ
マ
を
招
い
た
の
は
、
次
代
の
順
治
帝
に
よ
れ
ば
「
必
ず
ラ
マ
の
言
葉
に
従
う
」
ハ
ル

ハ
の
服
属
に
向
け
た
政
治
目
的
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
実
際
、
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
ダ
ラ
イ=

ラ
マ
招
致
の
企
図
は
、
ハ
ル
ハ
諸
部
か
ら
称
賛

を
受
け
た
。
服
属
に
は
直
結
せ
ず
、
ハ
ル
ハ
の
ジ
ャ
サ
ク
ト=

ハ
ン
は
「
尊
大
に
」「
仏
を
引
き
合
い
に
出
し
て
」
語
っ
た
書
簡
を
送
っ
て
き

て
ホ
ン
タ
イ
ジ
を
苛
立
た
せ
た
が
、
ハ
ル
ハ
に
お
け
る
仏
教
の
権
威
は
よ
く
伝
わ
っ
た
に
違
い
な
い
。
招
致
が
実
現
す
る
の
は
順
治
朝
に
な
る
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が
、
順
治
帝
は
そ
の
際
自
ら
辺
外
ま
で
出
迎
え
る
こ
と
の
可
否
を
群
臣
に
議
論
さ
せ
て
い
る
。
辺
外
に
迎
え
れ
ば
モ
ン
ゴ
ル
の
王
公
も
会
見
で

き
る
し
、
そ
の
年
は
凶
作
だ
っ
た
の
で
多
数
の
従
者
を
連
れ
た
ラ
マ
を
内
地
に
入
れ
た
く
な
い
。
ま
た
出
迎
え
な
か
っ
た
場
合
、
ラ
マ
が
引
き

返
し
て
し
ま
う
懼
れ
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
満
洲
諸
臣
の
議
は
、
皇
帝
自
ら
出
迎
え
れ
ば
「
ハ
ル
ハ
も
服
属
し
て
来
る
」
の
で
「
我
ら
に

大
い
に
利
益
に
な
る
」
し
、
招
聘
し
な
が
ら
出
迎
え
な
い
の
は
理
に
適
わ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
漢
人
諸
官
の
議
は
、
皇
帝
は
「
天

下
国
家
の
主
」
で
あ
る
か
ら
出
迎
え
る
べ
き
で
は
な
く
、
特
に
招
い
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
な
ら
王
・
大
臣
の
一
人
に
代
迎
さ
せ
、
金
銀
等
を

贈
っ
て
敬
意
を
示
せ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
結
局
、
順
治
帝
は
漢
人
官
僚
の
進
言
に
従
っ
て
出
迎
え
な
い
と
決
め
た
が
、
こ
の
経
緯

に
よ
っ
て
ダ
ラ
イ=

ラ
マ
招
致
の
意
義
は
対
モ
ン
ゴ
ル
政
策
に
あ
る
と
朝
廷
全
体
が
周
知
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
保
護
が
対
モ
ン
ゴ
ル
政
策
と
し
て
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
に
と
っ
て
は
そ
れ
が
正
統
性
の
根
拠
に
な
り
得
る
と

わ
か
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
康
熙
帝
と
敵
対
し
た
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
ガ
ル
ダ
ン
は
、
清
朝
に
服
属
し
た
モ
ン
ゴ
ル
人
に
文
書
を
送
り
、
自
分
は

「
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
法
（
ゲ
ル
ク
派
の
教
え
）
の
た
め
に
」
行
動
し
て
お
り
、
康
熙
帝
も
「
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
法
を
保
護
す
る
と
こ
ろ
を
表
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
主
張
し
て
い
た
。
モ
ン
ゴ
ル
人
に
と
っ
て
、
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
法
を
護
る
と
い
う
こ
と
は
、
清
朝
に
対
抗
す
る
た
め
の
大
義
名

分
に
な
り
得
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
康
熙
帝
は
、
清
朝
が
国
初
か
ら
ダ
ラ
イ=

ラ
マ
と
良
好
な
関
係
を
保
っ
て
き
た
こ

と
を
挙
げ
、「
ダ
ラ
イ=

ラ
マ
は
我
が
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
黄
帽
の
法
を
保
護
す
る
こ
と
を
見
通
し
て
」
い
る
と
反
論
し
、「
汝
ら
ハ
ル
ハ
・
オ
イ

ラ
ト
の
人
は
、
表
面
上
は
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
法
と
ダ
ラ
イ=
ラ
マ
の
教
え
の
た
め
に
行
う
と
偽
り
、
裏
で
は
背
い
て
行
う
こ
と
を
、
あ
ら
ゆ
る

土
地
の
人
が
み
な
知
っ
て
い
る
」
と
非
難
し
た
。
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
局
面
に
お
い
て
、
清
朝
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
保
護
は
意
味
を
も
っ
た
。
康

熙
帝
自
身
は
ホ
ン
タ
イ
ジ
と
同
様
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
信
仰
に
批
判
的
で
あ
っ
た
が
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
信
仰
が
も
つ
政
治
的
な
意
味
は
理
解
し
て

い
た
。
清
朝
は
内
モ
ン
ゴ
ル
王
公
を
「
代
々
養
っ
た
厚
い
恩
」
が
あ
る
と
自
負
し
て
い
た
も
の
の
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
軽
ん
じ
て
い
る
と
思
わ

れ
て
彼
ら
を
動
揺
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
康
熙
帝
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
教
え
を
保
護
す
る
と
は
言
っ
て
も
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
保
護
す
る
か
ら
帝
王
と
し
て
の
正
統
性
を
も
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つ
と
い
う
意
味
の
こ
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
彼
が
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
圏
に
対
し
て
自
ら
の
政
治
的
権
威
を
主
張
し
た
発
言
は
、
基
本
的
に
前
章
ま

で
述
べ
て
き
た
も
の
と
違
い
が
な
い
。
康
熙
帝
は
ハ
ル
ハ
と
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
争
い
に
介
入
す
る
に
際
し
て
、「
我
は
天
下
を
一
統
し
た
主
で
あ

る
」「
朕
は
万
国
の
主
で
あ
り
、
お
よ
そ
小
国
の
危
亡
に
あ
っ
て
は
救
済
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
」
と
の
立
場
で
臨
ん
で
い
る
。
清
朝
は
天
命

を
受
け
た
全
世
界
の
支
配
者
で
あ
り
、
そ
の
務
め
は
全
人
民
が
安
寧
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
康
熙
三
十
八
年
（
一
六
九

九
）、
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
パ
ン
チ
ェ
ン=

ラ
マ
の
本
命
の
年
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
彼
の
清
朝
へ
の
来
訪
延
期
が
申
し
出
ら
れ
、
こ
れ
を
言
い
逃

れ
と
見
た
大
臣
ら
が
清
朝
と
の
貿
易
の
禁
止
を
提
言
し
た
時
、
康
熙
帝
は
「
朕
は
天
下
の
主
で
あ
る
」
か
ら
、
パ
ン
チ
ェ
ン=

ラ
マ
の
た
め

に
貿
易
に
頼
る
チ
ベ
ッ
ト
の
人
々
の
生
計
を
絶
つ
こ
と
な
ど
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
。「
天
下
の
主
」
で
あ
る
以
上
、
直
轄
領
の
臣
民
以
外

の
人
々
の
生
活
に
も
責
任
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
実
際
、
清
朝
の
民
生
安
定
策
は
直
轄
領
内
に
止
ま
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
康
熙
帝
は
モ

ン
ゴ
ル
に
盗
賊
が
多
い
こ
と
を
問
題
視
し
て
対
策
を
講
じ
、
外
藩
モ
ン
ゴ
ル
の
飢
饉
に
際
し
て
は
組
織
的
な
救
済
を
行
い
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
攻

撃
か
ら
逃
れ
て
き
た
ハ
ル
ハ
に
も
食
糧
を
支
給
し
て
い
る
。「
我
は
天
下
を
一
統
し
て
治
め
る
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
土
地
の
民
が
皆
暮
ら
す
所
を

得
る
よ
う
に
と
思
う
」
と
い
っ
た
決
ま
り
文
句
は
、
文
字
ど
お
り
の
主
張
を
示
し
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

　

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
保
護
す
る
が
政
治
的
権
威
の
拠
り
所
と
は
し
な
い
こ
と
は
、
乾
隆
朝
に
は
よ
り
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
乾
隆
帝
が
パ
ン

チ
ェ
ン=

ラ
マ
を
熱
河
に
迎
え
た
際
に
最
高
級
の
歓
迎
を
行
っ
た
こ
と
は
、
清
朝
の
正
統
性
と
結
び
つ
け
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る

が
、
こ
の
出
来
事
か
ら
言
え
る
の
は
、
清
朝
が
遠
路
到
来
し
た
宗
教
者
に
対
し
て
礼
を
尽
く
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
政
治
的
権
威
や
正
統

性
と
関
連
づ
け
る
べ
き
理
由
は
な
い
。
清
朝
の
大
臣
ら
が
パ
ン
チ
ェ
ン=

ラ
マ
に
拝
礼
し
、
居
合
わ
せ
た
朝
鮮
使
節
に
も
拝
礼
を
求
め
た
と

い
う
こ
と
を
も
っ
て
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
が
「
帝
国
の
基
本
原
理
で
す
ら
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
乾
隆
帝
自
身
は
パ
ン

チ
ェ
ン=

ラ
マ
を
迎
え
る
に
際
し
て
、
沿
路
の
地
方
官
に
公
開
の
場
で
「
叩
拝
」「
跪
迎
」
す
る
こ
と
を
禁
じ
、「
排
立
」
し
て
迎
え
る
よ
う

命
じ
て
い
る
。
彼
は
パ
ン
チ
ェ
ン=

ラ
マ
に
「
叩
見
」
し
た
と
報
告
し
た
陝
甘
総
督
勒
爾
謹
を
叱
責
し
て
言
っ
た
。
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朕
が
パ
ン
チ
ェ
ン=

エ
ル
デ
ニ
に
恩
を
加
え
る
の
は
、
彼
が
後
蔵
の
大
ラ
マ
で
あ
る
こ
と
を
思
い
、
ま
た
朕
の
七
旬
の
祝
い
に
万
余
里
を
跋
渉
し
て
遥
々

謁
見
に
来
る
誠
意
に
嘉
す
べ
き
も
の
が
あ
り
、
か
つ
吉
祥
善
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
恩
を
加
え
て
思
い
や
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
世
祖
章
皇
帝
の
時

に
ダ
ラ
イ=

ラ
マ
が
来
京
入
覲
し
た
際
の
章
程
に
従
っ
て
、
酌
量
し
て
倣
い
行
い
、
一
切
そ
れ
に
加
え
た
と
こ
ろ
は
な
い
。
蓋
し
恩
意
は
良
く
計
ら
う
べ

き
で
あ
っ
て
も
、
礼
制
は
必
ず
節
度
が
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

乾
隆
帝
と
し
て
は
、
ラ
マ
に
「
恩
を
加
え
る
」
に
は
吝
か
で
な
い
が
、
臣
下
が
過
度
の
礼
を
公
然
と
行
う
の
を
認
め
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。

立
っ
て
迎
え
る
の
が
「
礼
制
」
と
し
て
適
切
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
し
た
待
遇
は
順
治
朝
の
前
例
を
踏
襲
し
た
も
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
パ
ン

チ
ェ
ン=

ラ
マ
が
乾
隆
帝
の
重
要
な
祝
賀
行
事
の
重
要
な
賓
客
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
点
を
忖
度
し
た
大
臣
ら
が
最
大

限
の
礼
遇
に
努
め
た
と
し
て
も
無
理
は
な
い
が
、
そ
れ
は
清
朝
の
制
度
や
乾
隆
帝
が
相
応
し
い
と
思
う
礼
を
反
映
し
て
い
た
と
は
言
え
な
い
。

　

よ
く
知
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
乾
隆
帝
は
「
本
朝
が
黄
教
を
護
持
す
る
の
は
、
元
々
モ
ン
ゴ
ル
人
ら
が
平
素
帰
依
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た

た
め
尊
崇
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
便
宜
に
従
い
習
俗
に
従
う
方
策
（
従
宜
従
俗
之
計
）
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
が
モ
ン

ゴ
ル
人
の
信
仰
対
象
で
あ
る
か
ら
保
護
す
る
と
い
う
の
が
、
清
朝
の
元
来
の
政
策
だ
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
な
清
初
以
来
の
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
政
策
を
見
れ
ば
、
こ
の
発
言
は
間
違
っ
て
い
な
い
。
乾
隆
帝
の
『
喇
嘛
説
』
に
は
、「
蓋
し
仏
は
本
来
無
生
（
生
滅
変
化
し
な
い
も

の
）
で
あ
り
、
ど
う
し
て
転
世
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
た
だ
も
し
今
転
世
し
た
ホ
ト
ク
ト
が
い
な
け
れ
ば
、
数
万
の
番
僧
の
帰
依
す
る
と
こ

ろ
が
な
く
な
る
の
で
、
こ
の
よ
う
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
け
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
乾
隆
帝
個
人
の
見
解
と
言
う
よ
り
、
清
初
以
来
の

政
策
方
針
を
再
確
認
し
た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。
清
朝
に
と
っ
て
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
保
護
す
る
こ
と
は
政
治
的
に
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

だ
か
ら
こ
そ
個
々
の
皇
帝
や
旗
人
を
含
む
一
般
臣
民
の
信
仰
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
貫
し
て
保
護
す
る
方
針
を
取
っ
た
の
で
あ
る
。

　

政
権
と
し
て
の
清
朝
に
と
っ
て
、
仏
教
は
政
策
対
象
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
政
策
が
拠
っ
て
立
つ
理
念
体
系
で
は
な
か
っ
た
。
清
朝
皇
帝
が
自

ら
を
「
転
輪
王
」「
文
殊
菩
薩
」
と
し
て
正
統
性
の
根
拠
と
し
た
と
す
る
説
は
、
専
ら
こ
う
し
た
称
号
が
（
場
面
を
限
っ
て
）
使
用
さ
れ
た
例
が
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あ
る
こ
と
と
、
皇
帝
を
菩
薩
と
し
て
描
い
た
肖
像
画
な
ど
の
シ
ン
ボ
ル
に
基
づ
い
て
立
論
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
、
清
朝
自
身
は
そ
う
し

た
正
統
観
を
明
言
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
マ
ン
ジ
ュ
国
─
清
朝
は
建
国
当
初
か
ら
そ
の
正
統
性
に
つ
い
て
多
く
の
言
葉
を
費
や
し

て
き
た
が
、
仏
教
的
な
政
治
思
想
に
基
づ
い
て
論
じ
た
例
は
、
今
に
至
る
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
。「
転
輪
王
」「
文
殊
菩
薩
」
の
称
号
や
表
象

は
、
単
に
皇
帝
が
至
高
の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
徒
が
理
解
し
や
す
い
形
で
示
し
た
だ
け
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
少
な
く
と

も
、
称
号
や
表
象
の
背
後
に
あ
る
仏
教
的
正
統
思
想
を
、
そ
の
ま
ま
清
朝
の
正
統
観
に
置
き
換
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
筆
者
は
考
え
る
。

　

実
際
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
対
す
る
清
朝
の
見
解
を
正
面
か
ら
述
べ
た
文
献
は
、
乾
隆
帝
の
『
喇
嘛
説
』
だ
け
と
言
っ
て
も
よ
い
。
乾
隆
帝
は

こ
の
『
喇
嘛
説
』
を
満
・
漢
・
蒙
・
蔵
の
四
言
語
で
石
碑
に
刻
み
、
ラ
サ
の
大
昭
寺
と
北
京
の
雍
和
宮
に
建
て
る
よ
う
命
じ
た
。
帝
に
よ
れ
ば
、

ダ
ラ
イ=

ラ
マ
と
パ
ン
チ
ェ
ン=
ラ
マ
も
そ
れ
を
「
み
な
知
り
て
遵
奉
」
し
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、『
喇
嘛
説
』
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
保
護
す

る
こ
と
に
つ
い
て
非
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
徒
に
釈
明
し
た
と
い
う
性
格
の
も
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
臣
民
に
対
し
て
表
明
し
た
公
式
見
解
な
の
で

あ
る
。
乾
隆
帝
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
教
え
を
全
面
的
に
は
信
奉
せ
ず
、
政
治
的
配
慮
に
よ
っ
て
保
護
す
る
と
い
う
姿
勢
を
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
徒

に
対
し
て
も
公
言
し
た
。
清
朝
が
儒
教
思
想
を
奉
じ
る
人
々
と
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
徒
と
の
間
で
並
立
す
る
正
統
観
を
使
い
分
け
て
い
た
と
い
う
見

方
は
、
こ
の
点
に
照
ら
し
て
無
理
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

清
朝
の
正
統
性
は
、
善
政
に
よ
っ
て
天
に
是
と
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
他
の
権
威
に
依
存
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
チ
ベ
ッ
ト
仏

教
の
教
理
に
基
づ
い
て
清
朝
の
正
統
性
を
理
解
す
る
試
み
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
圏
の
政
治
思
想
の
一
環
で
あ
り
、
清

朝
が
自
認
し
た
正
統
観
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
清
朝
は
「
従
宜
従
俗
之
計
」
と
し
て
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
保
護
す
る
と
い
う
方
針
を
貫
い
て

お
り
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
徒
に
対
し
て
も
そ
れ
を
隠
し
て
い
な
い
。
清
朝
に
と
っ
て
、
こ
の
方
針
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
徒
に
十
分
な
配
慮
を
し
、
彼

ら
の
信
仰
を
決
し
て
蔑
ろ
に
し
な
い
と
保
証
す
る
意
味
で
、
彼
ら
に
と
っ
て
も
満
足
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。

康
熙
十
年
に
は
「
今
各
満
洲
官
員
、
既
諳
漢
語
」
と
言
わ
れ
（『
聖
祖
実
録
』

康
熙
十
年
正
月
丁
丑
）、
雍
正
初
年
に
は
八
旗
子
弟
に
「
清
書
・
清
語
」
を
教
え

る
措
置
が
取
ら
れ
た
（『
世
宗
実
録
』
雍
正
元
年
九
月
壬
寅
）。

『
蒙
古
源
流
』E

rdeni-yin tobči

四
〇
九
一
～
四
〇
九
五
行
。
本
稿
で
は
、
森

㊽

㊾
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川
哲
雄
『『
蒙
古
源
流
』
五
種
』（
中
国
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）
に
依
拠
し
、
解
釈

に
影
響
す
る
だ
け
の
異
同
が
な
い
限
り
テ
キ
ス
ト
を
指
定
し
な
い
。
訳
文
は
烏
蘭

『《
蒙
古
源
流
》
研
究
』（
遼
寧
民
族
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）・
岡
田
英
弘
訳
注

『
蒙
古
源
流
』（
刀
水
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
し
た
。

森
川
哲
雄
「
チ
ャ
ハ
ル
の
ブ
ル
ニ
親
王
の
乱
を
め
ぐ
っ
て
」（『
東
洋
学
報
』
六

四
─
一
・
二
、
一
九
八
三
年
）。

佐
藤
長
「
第
三
代
ダ
ラ
イ
ラ
マ
と
ア
ル
タ
ン
ハ
ン
の
会
見
に
つ
い
て
」（『
東
洋

史
研
究
』
四
二
─
三
、
一
九
八
三
年
）、
森
川
哲
雄
「
十
七
世
紀
初
頭
の
内
蒙
古

に
お
け
る
三
人
の
仏
教
高
揚
者
に
つ
い
て
」（『
15
世
紀
─
18
世
紀
モ
ン
ゴ
ル
史
論

考
』（
中
国
書
店
、
二
〇
二
三
年
）
所
収
）
な
ど
。

『
ア
ル
タ
ン=

ハ
ー
ン
伝
』
一
三
二
節
、
一
七
五
節
。
石
濱
序
言
註
③
所
引
書

四
五
～
六
九
頁
は
、『
ア
ル
タ
ン=

ハ
ー
ン
伝
』
に
見
え
る
転
輪
聖
王
思
想
に
つ

い
て
論
じ
て
い
る
。

『
ア
ル
タ
ン=

ハ
ー
ン
伝
』
一
一
～
二
三
節
、
六
八
～
六
九
節
。

『
蒙
古
源
流
』
四
一
二
一
～
四
一
四
一
行
。

『
聖
祖
実
録
』
康
熙
三
十
年
五
月
丁
亥
。

満
文
版
『
親
征
平
定
朔
漠
方
略
』Beye dailam

e w
argi am

argi babe neci-
hiyem

e toktobuha bodogon i bithe

巻
八
・
二
〇
葉
裏
、
巻
十
二
・
三
九
葉

表
。
以
下
、
本
書
の
引
用
は
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
に
『
清
文
朔
漠
方

略
』
と
し
て
登
録
さ
れ
る
刊
本
に
よ
る
。
本
書
の
史
料
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
石

濱
序
言
註
③
所
引
書
二
二
八
～
二
三
六
頁
を
参
照
。

甘
徳
星
前
掲
論
文
一
四
四
～
一
四
九
頁
。

Farquhar, op. cit., p.23.

ま
た
周
遠
廉
『
順
治
伝
』（
吉
林
文
史
出
版
社
、
一

九
九
三
年
）
四
六
一
～
四
六
四
頁
、
馮
爾
康
『
雍
正
伝
』（
人
民
出
版
社
、
一
九

八
五
年
）
四
四
二
～
四
四
七
頁
に
詳
述
。

『
上
諭
内
閣
』
雍
正
四
年
七
月
初
二
日
。
ま
た
馮
爾
康
前
掲
書
四
四
七
～
四
四

九
頁
を
参
照
。

僧
道
管
理
の
概
略
は
、
光
緒
『
大
清
会
典
事
例
』
巻
五
〇
一
・
礼
部
・
方
伎
・

僧
道
、
喇
嘛
禁
例
、
正
一
真
人
事
例
に
記
す
。

石
濱
序
言
註
③
所
引
書
二
〇
一
～
二
五
七
頁
。

『
満
文
老
檔
』
太
宗
一
一
一
〇
頁
〔『
満
文
原
檔
』
十
冊
二
五
三
頁
〕。

『
大
清
全
書
』
巻
七
お
よ
び
『
御
製
清
文
鑑
』
巻
二
。
な
お
、
石
濱
序
言
註
③

所
引
書
二
一
二
頁
に
は
天
聡
十
年
四
月
以
降
「shajin

の
意
味
は
「
仏
教
」
に
限

定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
」
と
あ
る
が
、
筆
者
が
調
べ
た
限
り
「šajin

」

に
つ
い
て
言
え
る
の
は
、
崇
徳
元
年
六
月
以
降
、
用
例
自
体
が
激
減
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、「
仏
教
に
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
」
と
は
言
え
な
い
。

『
満
文
老
檔
』
太
祖
四
九
七
、
四
二
七
～
四
二
八
頁
〔『
満
文
原
檔
』
二
冊
三
八

八
、
二
六
九
～
二
七
〇
頁
〕。
石
濱
序
言
註
③
所
引
書
二
一
二
頁
に
はdoro 

šajin

と
い
う
語
は
「『
満
文
老
檔
』
に
は
用
例
が
少
な
く
、
文
脈
の
み
か
ら
で
は

こ
れ
が
モ
ン
ゴ
ル
語
と
同
義
で
用
い
ら
れ
て
い
た
か
否
か
は
確
認
で
き
な
い
」
と

あ
る
が
、
こ
こ
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
仏
教
と
無
関
係
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
だ
け
の
用
例
は
あ
る
。

一
点
は
『
旧
満
洲
檔　
天
聡
九
年
』
に
見
え
る
モ
ン
ゴ
ル
諸
首
長
の
書
簡
の
満

洲
語
訳
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
が
（
石
濱
序
言
註
③
所
引
書
二
一
三
頁
）、
こ
こ
で

は
「
政
治
と
仏
教
」
と
解
さ
れ
て
い
る
。

一
般
に
満
洲
語
の
語
法
と
し
て
後
の
語
が
前
の
語
を
修
飾
す
る
こ
と
は
な
い
の

で
、
仮
に
「šajin

」
が
仏
法
を
意
味
し
た
と
し
て
も
「doro šajin

」
を
「
仏
教

政
治
」
す
な
わ
ち
「
仏
法
に
よ
る
政
治
」
と
は
解
せ
ず
、
せ
い
ぜ
い
「
政
治
と
仏

法
」
と
し
か
訳
せ
な
い
と
考
え
る
。

『
親
征
平
定
朔
漠
方
略
』
巻
七
・
六
〇
葉
裏
～
六
一
葉
表
。
石
濱
序
言
註
③
所

引
書
に
は
「
外
部
に
対
し
て
建
前
を
示
す
た
め
の
書
簡
で
は
な
く
、
内
部
文
書
の

中
に
あ
る
」
と
す
る
用
例
が
こ
れ
を
含
め
て
五
例
示
さ
れ
て
い
る
が
（
二
五
〇

頁
）、
い
ず
れ
も
清
と
ガ
ル
ダ
ン
が
交
渉
す
べ
き
実
務
的
な
事
柄
を
指
し
、
仏
教

と
は
関
り
が
な
い
。

③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫

⑬⑭⑮⑯⑰⑱⑲⑳
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『
高
宗
実
録
』
乾
隆
五
十
八
年
四
月
辛
己
。
な
お
、
順
治
帝
も
「
仏
と
い
う
も

の
は
あ
ら
ゆ
る
所
に
い
る
も
の
」
と
の
理
由
で
転
生
化
身
を
否
定
し
て
い
る

（『
世
祖
実
録
』
順
治
十
六
年
三
月
癸
己
）。

外
藩
モ
ン
ゴ
ル
に
対
し
て
は
、
帝
の
姻
戚
の
不
祥
事
を
機
に
「
遵
循
蒙
古
淳
樸

旧
俗
、
敬
仏
念
経
、
奮
勉
当
差
、
痛
改
悪
習
」
を
命
じ
た
例
が
見
え
る
が
（『
高

宗
実
録
』
乾
隆
三
十
六
年
年
三
月
乙
丑
）、「
淳
樸
旧
俗
」
を
守
れ
と
い
う
文
脈
で

の
呼
び
か
け
で
あ
る
。

ヌ
ル
ハ
チ
の
「
仏
を
祀
る
和
尚
」
の
福
へ
の
言
及
が
『
満
文
老
檔
』
太
祖
五
八

頁
〔『
満
文
原
檔
』
一
冊
一
二
七
頁
〕
に
見
え
る
。

『
満
文
老
檔
』
太
祖
三
五
六
頁
〔『
満
文
原
檔
』
二
冊
一
五
四
頁
〕。

『
内
国
史
院
檔
』
天
聡
五
年
閏
十
一
月
十
一
日
（
Ａ
三
三
六
～
三
三
七
頁
）。

『
満
文
老
檔
』
太
宗
九
六
一
頁
〔『
満
文
原
檔
』
十
冊
八
一
頁
〕。

『
内
国
史
院
檔
』
崇
德
二
年
二
月
二
十
日
（
Ｄ
一
三
〇
頁
）。

『
内
国
史
院
檔
』
崇
德
三
年
十
二
月
二
十
九
日
（
Ｄ
七
二
七
～
七
二
八
頁
）。

『
世
祖
実
録
』
順
治
九
年
九
月
壬
申
。

マ
ハ
サ
マ
デ
ィ
セ
チ
ェ
ン=

ハ
ン
と
ト
ゥ
シ
ェ
ト=
ハ
ン
か
ら
の
書
簡
（『
太

宗
実
録
』
崇
徳
二
年
八
月
初
六
日
、
十
五
日
）。

『
太
宗
実
録
』
崇
德
五
年
十
月
初
六
日
。

『
世
祖
実
録
』
順
治
九
年
九
月
壬
申
。

最
終
的
に
は
、
皇
帝
の
位
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
天
象
が
あ
る
こ
と
、

今
年
の
内
地
が
飢
饉
で
皇
帝
が
遠
出
す
べ
き
時
で
な
い
こ
と
、
一
大
臣
を
迎
え
に

遣
れ
ば
優
待
を
示
す
に
足
り
「
モ
ン
ゴ
ル
の
心
を
従
わ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
」
と

い
う
大
学
士
洪
承
疇
の
上
奏
を
受
け
て
決
定
し
た
（『
世
祖
実
録
』
順
治
九
年
九

月
戊
戌
）。

『
親
征
平
定
朔
漠
方
略
』
巻
十
二
・
五
七
葉
表
～
裏
。

『
親
征
平
定
朔
漠
方
略
』
巻
十
二
・
五
七
葉
裏
～
五
九
葉
裏
、
六
〇
葉
表
。
以

上
の
経
緯
を
含
む
清
朝
と
ガ
ル
ダ
ン
の
交
渉
は
、
石
濱
序
言
註
③
所
引
書
二
二
七

～
二
五
七
頁
が
専
論
と
し
て
取
り
上
げ
る
。

康
熙
帝
は
「
蒙
古
之
性
、
深
信
詭
言
、
但
聞
喇
嘛
・
胡
土
克
図
・
胡
必
爾
汗
、

不
詳
其
真
偽
、
便
極
誠
叩
頭
、
送
牲
畜
等
物
、
以
為
可
以
獲
福
長
生
、
至
破
蕩
家

産
、
不
以
為
意
」
と
言
っ
て
い
る
（『
聖
祖
実
録
』
康
熙
二
十
八
年
十
一
月
庚
申
）。

『
親
征
平
定
朔
漠
方
略
』
巻
十
二
・
五
七
葉
表
。

『
親
征
平
定
朔
漠
方
略
』
巻
九
・
一
四
葉
裏
、『
聖
祖
実
録
』
康
熙
三
十
五
年
五

月
庚
申
。

『
聖
祖
実
録
』
康
熙
三
十
八
年
二
月
丁
未
。

『
聖
祖
実
録
』
康
熙
二
十
一
年
正
月
己
巳
、
二
十
二
年
七
月
辛
未
、
二
十
八
年

七
月
壬
寅
、
八
月
丁
丑
、
十
月
辛
巳
な
ど
。

『
親
征
平
定
朔
漠
方
略
』
巻
八
・
二
二
葉
裏
。

平
野
聡
『
清
帝
国
と
チ
ベ
ッ
ト
問
題
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四

年
）
は
「
パ
ン
チ
ェ
ン
ラ
マ
六
世
と
乾
隆
帝
は
仏
教
的
見
地
か
ら
清
帝
国
の
正
統

性
を
強
く
確
認
し
て
い
る
」
と
す
る
が
（
五
五
頁
）、
史
料
的
根
拠
は
『
六
世
班

禅
洛
桑
巴
丹
益
希
伝
』
だ
け
で
あ
る
。
二
人
の
口
頭
の
遣
り
取
り
を
チ
ベ
ッ
ト
側

の
伝
記
作
家
が
記
し
た
も
の
だ
け
を
根
拠
に
し
て
、「
強
く
確
認
」
し
た
と
い
う

の
は
無
理
が
あ
る
。

平
野
前
掲
書
一
四
頁
。

中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
・
中
国
蔵
学
研
究
中
心
合
編
『
六
世
班
禅
朝
覲
檔
案
選

編
』（
中
国
蔵
学
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
一
〇
九
～
一
一
〇
頁
。
ま
た
楊
念
群

序
言
註
⑤
所
引
論
文
一
九
頁
を
参
照
。

雍
正
帝
が
文
覚
を
江
南
へ
朝
山
に
送
り
出
し
た
時
、
経
過
地
の
地
方
官
が
総
督

に
至
る
ま
で
膜
拝
（
合
掌
し
跪
い
て
拝
す
る
礼
）
を
行
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
（
蕭

奭
『
永
憲
録
続
編
』）、
清
代
の
官
界
で
は
こ
う
し
た
過
度
の
忖
度
が
行
わ
れ
て
い

た
可
能
性
が
あ
る
。

『
高
宗
実
録
』
乾
隆
五
十
八
年
四
月
辛
己
。

石
濱
裕
美
子
『
清
朝
と
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
─
菩
薩
王
と
な
っ
た
乾
隆
帝
─
』（
早

㉑㉒㉓㉔㉕㉖㉗㉘㉙㉚㉛㉜㉝㉞㉟
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稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
一
年
）、
は
『
喇
嘛
説
』
に
つ
い
て
「
乾
隆
末
年
の

グ
ル
カ
戦
争
に
お
い
て
清
朝
が
莫
大
な
出
費
を
強
い
ら
れ
た
後
の
特
殊
な
状
況
下

で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
乾
隆
帝
の
長
い
治
世
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
対

す
る
姿
勢
を
代
弁
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
す
る
が
（
二
〇
八
頁
）、
帝
の
乾
隆

四
十
四
年
の
「
布
達
拉
廟
瞻
礼
有
作
」
詩
の
自
註
（
乾
隆
四
十
六
年
刊
『
欽
定
熱

河
志
』
巻
八
十
所
収
）
で
も
、
承
徳
の
布
達
拉
宮
に
つ
い
て
「
蒙
古
素
重
黄
教
、

況
此
寺
倣
前
蔵
之
式
、
尤
為
壮
麗
、
諸
札
薩
克
王
公
等
毎
扈
従
瞻
礼
、
無
不
歓
喜

踴
躍
、
即
此
亦
懐
柔
之
一
端
也
」
と
す
る
よ
う
に
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
保
護
を
モ
ン

ゴ
ル
「
懐
柔
」
策
と
す
る
姿
勢
は
そ
れ
以
前
か
ら
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
莫
大
な
出

費
の
た
め
に
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
軽
ん
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、

乾
隆
帝
を
あ
ま
り
に
浅
薄
に
見
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
前
述
の
よ
う
に
、
彼
は

転
生
化
身
を
信
じ
な
い
理
由
を
論
理
的
に
説
明
し
て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
重

ん
じ
て
も
無
批
判
に
信
じ
て
は
い
な
か
っ
た
と
考
え
れ
ば
十
分
で
あ
ろ
う
。

本
稿
序
言
註
③
を
参
照
。

李
季
主
編
・
故
宮
博
物
院
編
『
盛
世
華
章
：
中
国
：1662-1795

年
』（
紫
禁
城

出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
二
三
六
頁
所
載
の
『
喇
嘛
説
』
後
記
。
承
志
「
石
碑
に

刻
ま
れ
た
「
喇
嘛
説
」
─
四
体
合
璧
「
喇
嘛
説
」
の
マ
ン
ジ
ュ
語
内
容
の
解
説
を

か
ね
て
─
」（
追
手
門
学
院
大
学
『
基
盤
教
育
論
集
』
六
、
二
〇
一
九
年
）
一
九

頁
を
参
照
。

結　
　
　

語

　

清
朝
は
歴
代
中
国
王
朝
で
も
類
を
見
な
い
ほ
ど
、
自
ら
の
正
統
性
を
積
極
的
に
主
張
し
て
き
た
。
十
七
世
紀
初
め
の
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
成

立
し
た
新
興
の
王
朝
国
家
と
し
て
、
よ
り
伝
統
あ
る
強
大
な
国
家
や
集
団
に
対
抗
し
て
い
く
た
め
に
、
そ
れ
ら
を
超
え
る
正
統
性
が
自
ら
に
あ

る
こ
と
を
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
外
部
の
勢
力
に
対
し
て
主
張
す
る
必
要
上
、
そ
の
正
統
性
は
内
輪
の
論
理
で
は
な

く
普
遍
的
な
論
理
を
も
っ
て
語
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

清
朝
の
主
張
の
根
幹
は
、
為
政
者
の
正
し
さ
に
よ
っ
て
天
に
是
認
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
正
し
さ
と
は
何
か
と
い
え
ば
、
一
部
の
者

が
富
を
独
占
せ
ず
全
て
の
民
を
養
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
天
に
選
ば
れ
た
者
が
支
配
者
と
な
る
と
い
う
思
想
は
、
当
時
の
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
大

部
分
に
根
づ
い
て
い
た
。
各
言
語
に
お
け
る
「
天
」
の
呼
称
や
各
文
化
に
お
け
る
「
天
」
の
概
念
が
或
い
は
異
な
っ
た
と
し
て
も
、
と
も
か
く

主
要
な
政
治
勢
力
の
支
配
階
層
に
理
解
さ
れ
な
い
は
ず
は
な
か
っ
た
。
天
に
選
ば
れ
る
た
め
の
条
件
に
つ
い
て
は
共
通
認
識
が
あ
っ
た
と
は
言

え
な
い
が
、
万
民
が
生
活
で
き
る
よ
う
尽
く
す
と
い
う
条
件
は
、
ど
の
文
化
に
お
い
て
も
非
難
を
受
け
る
余
地
は
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

㊽㊾
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こ
の
基
本
理
念
を
発
展
さ
せ
て
い
く
過
程
で
、
満
洲
人
は
漢
籍
を
通
じ
て
得
た
知
識
を
取
り
入
れ
、
中
国
の
伝
統
的
知
識
体
系
を
基
礎
教
養

と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
満
洲
人
の
政
治
思
想
は
中
国
の
伝
統
的
な
概
念
や
論
理
に
基
づ
い
て
理
論
化
さ
れ
、
清
朝
の
正
統
性
は

中
国
の
伝
統
的
世
界
観
に
沿
っ
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
理
論
化
さ
れ
た
正
統
観
を
「
儒
教
的
」
と
み
な
す
こ
と
は
、
必
ず

し
も
適
切
で
は
な
い
と
筆
者
は
考
え
る
。
最
終
的
に
は
儒
学
を
基
礎
教
養
と
す
る
支
配
層
に
よ
っ
て
、
儒
教
的
世
界
観
と
合
致
す
る
よ
う
整
備

さ
れ
た
と
は
い
え
、
清
朝
の
正
統
観
の
根
幹
は
満
洲
人
が
儒
学
を
受
容
す
る
以
前
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
儒
学
導
入
以
前
の
満
洲
人
に

も
公
正
の
観
念
や
政
治
的
理
想
は
あ
り
、
体
系
的
な
思
想
の
形
を
な
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
ら
を
軽
視
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
儒
教
思
想
が
満
洲
知
識
人
に
与
え
た
影
響
は
否
定
す
べ
く
も
な
い
が
、
彼
ら
は
白
紙
の
状
態
で
そ
れ
を
受
容
し
た
の
で
は
な
く
、
元
来
の

価
値
観
に
照
ら
し
て
有
益
と
み
な
し
た
智
慧
を
選
び
取
り
、
自
分
た
ち
の
思
想
を
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
儒
教
思
想
は
む
し
ろ
、
建

国
以
来
の
正
統
観
を
理
論
化
・
普
遍
化
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
理
論
に
加
え
て
、
中
国
の
支
配
者
と
な
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
天
下
を
支
配
す
る
国
家
と
し
て
の
清
朝
の
正
統
性
を
確
立
す
る
上

で
決
定
的
な
意
味
を
も
っ
た
。
中
国
が
「
中
央
の
国
」
で
あ
り
、
中
国
を
支
配
す
る
者
が
天
下
の
支
配
者
で
あ
る
と
い
う
観
念
は
、
お
そ
ら
く

中
国
に
お
い
て
さ
え
論
証
は
さ
れ
ず
、
暗
黙
の
共
通
認
識
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
入
関
前
の
満
洲
人
は
こ
の
認
識
を
受
け

容
れ
て
い
た
。
十
七
世
紀
初
め
の
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
い
て
、
明
は
二
百
年
以
上
も
前
か
ら
圧
倒
的
な
影
響
力
を
も
つ
大
国
で
あ
り
、
満
洲

人
は
そ
の
権
威
を
直
接
的
に
感
じ
取
る
立
場
に
あ
っ
た
。「
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
」
な
る
も
の
は
記
憶
さ
れ
て
お
ら
ず
、
満
洲
人
が
漢
籍
を
通
じ
て

得
た
歴
史
知
識
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
遼
・
金
に
続
く
中
国
王
朝
の
系
譜
の
一
環
を
な
す
元
朝
で
あ
っ
た
。
天
下
を
支
配
す
る
帝
王
と
し
て
、
満

洲
人
の
知
る
唯
一
の
前
例
が
中
国
王
朝
の
皇
帝
だ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
中
国
征
服
に
よ
っ
て
真
に
天
下
の
支
配
者
と
な
っ
た
と
自
認
し
た
の

は
当
然
と
言
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
雍
正
帝
の
『
大
義
覚
迷
録
』
に
お
い
て
、
天
下
の
支
配
者
と
し
て
の
清
朝
の
正
統
性
は
完
全
に
伝
統
的
な
中

華
思
想
の
枠
組
み
の
中
で
語
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
展
開
さ
れ
る
中
華
思
想
は
、「
夷
狄
」
の
出
自
を
も
つ
清
朝
の
立
場
か
ら
捉
え

直
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
遼
以
来
、「
夷
狄
」
の
王
朝
が
中
国
を
支
配
す
る
こ
と
が
増
え
て
も
、
そ
れ
を
積
極
的
に
評
価
す
る
理
論
は
生
ま
れ
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ず
、
む
し
ろ
圧
迫
を
受
け
た
漢
人
が
「
華
夷
の
辨
」
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
清
朝
は
そ
う
し
た
偏
狭
な
中
華
思
想
を
退
け
、
夷
狄
を
取

り
込
み
、
華
夷
の
別
な
く
天
下
を
一
統
す
る
こ
と
こ
そ
帝
王
の
理
想
的
な
あ
り
方
と
し
た
。
乾
隆
帝
の
言
う
「
皇
清
の
中
夏
」
は
、
こ
う
し
て

未
曾
有
の
規
模
に
拡
大
し
た
中
華
世
界
の
実
現
を
表
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
形
成
さ
れ
た
清
朝
の
正
統
観
に
は
、
満
洲
人
が
一
片
の
権
威
も
認
め
た
形
跡
の
な
い
「
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
大
ハ
ー

ン
」
は
も
と
よ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
人
が
新
た
な
正
統
性
の
根
拠
と
し
た
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
も
入
り
込
む
余
地
は
な
か
っ
た
。
清
朝
は
仏
教
思
想
に
基

づ
く
正
統
性
を
主
張
し
た
こ
と
は
な
く
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
保
護
す
る
の
は
モ
ン
ゴ
ル
人
へ
の
配
慮
に
よ
る
と
の
姿
勢
を
通
し
、
乾
隆
帝
は
最

終
的
に
そ
れ
を
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
界
に
も
明
確
に
知
ら
し
め
て
い
る
。
清
朝
が
複
数
の
異
な
る
正
統
性
を
使
い
分
け
て
い
た
と
は
言
え
ず
、
最
大

限
に
見
て
も
「
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
徒
が
彼
ら
な
り
の
正
統
性
を
清
朝
に
賦
与
し
て
い
る
の
を
敢
え
て
否
定
は
し
な
か
っ
た
」
と
し
か
言
え
な
い
。

　

清
朝
は
「
天
」
以
外
の
も
の
か
ら
権
威
づ
け
さ
れ
る
こ
と
を
要
し
て
お
ら
ず
、
自
ら
の
実
績
以
外
に
「
天
」
に
認
め
ら
れ
た
証
拠
を
要
し
て

い
な
か
っ
た
。
清
朝
が
天
に
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
サ
ル
フ
の
戦
い
で
明
に
勝
利
し
て
以
来
、
常
に
マ
ン
ジ
ュ
国
─
清
朝
の
成
功
の
歴

史
を
証
し
と
し
て
語
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
為
政
者
に
成
功
を
続
け
る
べ
く
不
断
の
努
力
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
。
実
際
、
清
朝
皇
帝
の
勤

勉
さ
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
清
朝
の
発
展
に
寄
与
し
た
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

　

天
命
を
受
け
た
一
人
の
帝
王
に
よ
っ
て
天
下
が
支
配
さ
れ
る
と
い
う
思
想
に
基
づ
く
限
り
、
清
朝
の
主
張
す
る
正
統
性
の
論
理
は
整
合
的
で

あ
り
普
遍
性
が
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
そ
れ
に
対
抗
で
き
る
普
遍
的
な
論
理
は
、
近
代
に
至
っ
て
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
が
「
天
下
」
で
は
な
く
な

っ
て
し
ま
う
ま
で
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
清
朝
の
興
隆
と
清
朝
皇
帝
の
権
力
を
背
景
に
唱
え
ら
れ
、
異
な
る
意
見
を
取
り
入

れ
て
発
展
さ
せ
て
い
く
可
能
性
は
完
成
と
同
時
に
封
じ
ら
れ
た
。
そ
の
こ
と
は
清
朝
の
正
統
性
を
既
成
事
実
と
す
る
の
に
役
立
っ
た
か
も
し
れ

な
い
が
、
長
期
的
に
見
れ
ば
、
正
統
性
を
支
え
る
論
理
を
開
か
れ
た
議
論
に
よ
っ
て
更
新
し
て
い
く
道
を
塞
ぐ
こ
と
に
も
な
っ
た
。
清
朝
が
成

功
の
連
続
を
誇
れ
な
く
な
っ
た
時
、
な
お
清
朝
の
正
統
性
を
主
張
す
る
論
理
は
用
意
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
天
理
大
学
国
際
学
部
教
授
）
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The Idea of Legitimacy in the Qing Dynasty: Eastern Eurasian 
Political Thought in 17-18th Century

by

TANII Yoko

　Previous studies have seen the legitimacy of the Qing dynasty as it 
being the successor of traditional Chinese dynasties or the Mongol Empire 
or as it being sanctioned by the political thought of Tibetan Buddhism. 
These theories have not given adequate attention to the idea of legitimacy 
that the Manchus themselves had claimed since the time of the founding 
of their state. These theories have viewed the legitimacy claimed by the 
Manchus as entirely dependent on external political authority or thought. 
This paper clarifies how the Manchu emperors themselves claimed 
legitimacy by examining the early days of the founding of their state.
　Since Nurhaci founded the state, which later became the Qing, the 
Manchus insisted domestically and abroad that the correctness of their 
monarchy had been sanctioned by Heaven. According to them, “the 
correctness” had a clear and specific meaning --that the ruler did not 
monopolize wealth and supported all the people. The only evidence needed 
to support this claim was the fact that the Qing had been successful, and 
it did not rely on any authority other than Heaven. The idea that Heaven 
appoints an exceptional individual to be the ruler transcended cultural 
boundaries in eastern Eurasia.
　Because the Manchus studied the Chinese classics and made them their 
intellectual basis, their idea of the legitimacy was theorized in terms of 
the traditional Chinese system of knowledge. They quoted passages from 
the Chinese classics that said the ruler must share wealth with the people, 
and they insisted that this was practiced by their monarchs. They gained 
knowledge of history from China and repeated many times that a humble 
but virtuous man ought to replace a tyrant, and they placed the Qing in 
the genealogy of the dynasties which had inherited the position of the 
ruler of the “world” or “all under Heaven,” as from the Liao to the Jin, to 
the Yuan, and to the Ming. Nonetheless, after Hong Taiji ascended the 
throne as emperor, he still recognized the Ming emperor as having equal 
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status with him. It was through the conquest of China, “the central land,” 
that the emperor of the Qing recognized himself as truly the ruler of “the 
world” and proclaimed himself to be a “Son of Heaven.”
　However, the Manchus had emphasized that even a dynasty which had 
been approved by Heaven should be abandoned if the ruler was corrupt. 
Therefore, Qing emperors worked diligently on political affairs, and the 
result of their efforts added more evidence of their legitimacy. There was 
a deep-rooted belief among the Han Chinese under Qing rule that rejected 
the Qing as barbarians, but the Yongzheng emperor officially argued 
against that belief and thereby successfully cemented the theory of Qing 
legitimacy. The Qianlong emperor inherited this theory of legitimacy and 
declared that the Qing had realized the Zhongxia 中夏 (or Huaxia 華夏 ) 
world on an unprecedented scale. He made no further effort to explain the 
source of Qing legitimacy, taking the position that Qing rule ought to be 
accepted as a matter of course. 
　During the same period, the idea based on Buddhist thought emerged in 
Mongolia and Tibet that the Qing emperor was a “wheel-turning king” or 
the bodhisattva Manjušri, but the emperors themselves did not officially 
recognize this as grounds for their legitimacy. Although they generally 
followed Buddhism, the emperors adopted the policy that their faith was 
not be reflected in political affairs. Among the Manchus, Buddhism did not 
have as great a social influence as it had among the Mongols. The Qing 
emperors maintained the stance in support of Tibetan Buddhism mostly 
out of consideration for the Mongols. The Qianlong emperor ultimately 
declared as much to the Tibetan Buddhist world. The Qing stance shown 
to “feudatory regions,” such as Mongolia and Tibet, was fundamentally the 
same as that for directly ruled regions, and the position of the emperor 
was underpinned by the fact that he was “the ruler who unified the 
world,” and his mission was to ensure that all the people lived in peace. 
　To the extent that it was based on the idea that “the world” ought to 
be ruled by one monarch who received the Mandate of Heaven, the theory 
of legitimacy advocated by the Qing had coherence and universality. This 
was the case as long as there was no universal theory that could compete 
against it, and it endured until modern times when Eastern Eurasia no 
longer was the “world.”
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